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はじめに

 
信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（センター）

は、フィールド科学の実践の場として、生物生産技術、環境管理技術、および

生態保全管理に関する教育・研究を行い、野外活動に精通した学生の養成と農

林生産や環境保全を通じた地域との交流、連携を積極的に進めることを目的に

設置されました。センターは、生態保全部、生物生産部、生産環境部からなり、

構内、野辺山、西駒および手良沢山の 4 ステーションの施設を有しています。 
野辺山ステーション農場（野辺山農場）は、中部高冷地域、八ヶ岳山麓のふ 

もと標高 1,351ｍの野辺山高原に位置し、日本でも有数の高原野菜地帯です。こ

の地域は首都圏からも短時間で訪れることができる大規模な高冷地・寒地型農

業地帯でもあります。さらに、周辺の生態系を一体として学習できる環境にあ

る教育拠点はわが国でただひとつです。野辺山農場は、文部科学省の平成 25 年

度「教育関係共同利用拠点」に認定されました。平成 26 年度には、演習林が教

育関係共同利用拠点に認定されました。 
センターでは、平成 25 年度、8 大学および他学部からのべ 460 名を受入れ、

演習等を実施しました。平成 26 年度、東京農業大学、コンソーシアム信州、日

本大学、麻布大学、筑波大学、大東文化大学をはじめ、9 大学および他学部等か

らのべ 1,168 名に利用いただきました。平成 27 年度、東京農業大学、コンソー

シアム信州、日本大学、麻布大学、筑波大学、大東文化大学、およびインドネ

シア、タイ、バングラデシュの外国の 3 大学をはじめ、12 大学および他学部等

からのべ 1,680 名に利用いただきました。 
利用大学生は、食の生産現場を知り、食、環境の理解を深め、連作障害や地

球温暖化等の問題解決能力を高め、さらに自然、生命の尊さを感じ、豊かな人

間性を育み、集団作業を通じて協調性等を養うことが期待できます。野辺山農

場は、中部高冷地域フィールドを生かし、持続的な循環型社会の目指す共同利

用拠点に発展することが可能です。これらのことから、今後、非農学系、農学

系の多様な大学の利用が増大し、全国に広がる教育共同利用拠点に発展できる

ことが期待されます。 
 

平成 28 年 3 月  
信州大学農学部附属アルプス圏  
フィールド科学教育研究センター長 

濱野光市 
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１）野辺山農場の概要 
 

 
 

恵まれた自然環境を生かした実践的教育研究の場 

アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）は、附属農場、附属演

習林および附属高冷地農業実験実習施設を統合して平成14年に農学部附属教育

研究施設として新しく設立されました。AFC はフィールド科学の実践の場とし

て、フィールドにおける生物生産技術および環境管理技術に関する教育・研究

並びに広く地域社会の発展に寄与するための社会教育事業を行っています。 
 
 
 

AFC は生態保全部（広報活動、公開講座、環境教育の推進、生態系の評価と

保全に関する教育研究）、生物生産部（持続的農林生産に関する教育研究）、生

産環境部（農林生産環境に関する教育研究、山岳環境の保全と防災に関する教

育研究）の 3 研究部を含む組織（教員 8 名、施設係 4 名、技術職員 8 名、補佐

員 4 名）と施設（ステーション）を有しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 アルプス圏フィールド科学教育研究センター組織体制 
及び共同利用運営体制 
 
 

AFC の概要 

組 織 

農学部

センター長

AFC 運営委員会

教育・研究部

ステーション

生態保全部

生産環境部

生物生産部

構 内

手良沢山

野辺山

西 駒

事務部・附属施設係

共同利用拠点運営委員会

共同利用拠点

運営小委員会
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ステーションは大学構内を含む長野県内の 4 地域にあり、それぞれ国内の他

大学における同様な施設では類をみない多様で特異な自然環境のもとにありま

す。これらのステーションでは、それぞれの自然環境を生かした持続的な農林

生産活動を実践しながら、フィールドにおける実践的な教育・研究活動などが

活発に行われています。 
 
 
 

信州大学農学部野辺山ステーションは、学部の東約 80km、八ケ岳東山麓の 
野辺山高原(標高 1,351m)に位置し、農場（19ha）と演習林（9ha）から構成さ

れています。周辺一帯は高原野菜と酪農生産が活発であり、この条件を生かし

た環境保全型の高冷地農業の展開に関する教育・研究の推進を目的としていま

す。学生に対しては宿泊実習による農業体験学習の場を提供し、また高冷地フ

ィールドを活用した農業生産や生産環境に関する研究の場として、より一層の

活用が期待されています。 
 
 
 
●宿泊施設 

宿泊可能人数：最多５０名（ただし男女比によって最多人数以下） 
宿泊部屋数：和室４室（１部屋最多４名×４）、洋室６室（１部屋最多８名）

２段ベッド×４ 
洗濯室・乾燥室：男性用洗濯室・乾燥室（２室）、女性用洗濯室・乾燥室 
シャワー室：男性用シャワー室、女性用シャワー室（各４ブース） 
トイレ：男性用共同トイレ（１、２階）、女性用共同トイレ（１、２階） 
厨房：宿泊者共用 自炊用品 
食堂：宿泊者共用 
会議室：和室１室 
講義室：１室（最多６０名） 
実験室：１室 
ネット環境：無線ＬＡＮ 
冷暖房設備：なし  

 
図 2 野辺山ステーション宿舎全景 

ステーション 
 
 

野辺山ステーションの概要 
 
 

野辺山ステーションの施設・設備 
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●施設内設備 
 高冷地農業実験室、農場農具室、畜舎、牛舎、収納舎、農具舎、  
 植物遺伝資源等保存用種子庫（約 8m2）、ガラスハウス、ビニールハウス 

●主な栽培作物 
 キャベツ、ベニバナインゲン、  

 トウモロコシ、ジャガイモ、 
 ソバ 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 収穫期を迎えたキャベツ栽培圃場 
 
●飼育動物 

繁殖和牛（成雌牛）：約 15 頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 飼育している黒毛和種と畜舎 
 
●主な機械・道具類 

トラクター：3 台、ブームスプレーア：1 台、ロールベーラー：1 台、  
ロールベールラッパー：1 台、ドリルシーダー：1 台、マルチャー：1 台、 
フロントローダー：2 台、ホイルローダー：1 台、バックホー：1 台、 
テッダー：1 台、プラウ：1 台、サブイラー：1 台、穀実乾燥機：1 台 
マニアスプレッダー：1 台、ブロードキャスター：1 台、コンバイン：1 台、 
ディスクモア：1 台、ローター：1 台、ストーンピッカー：1 台 
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図 5 AFC 野辺山ステーション全体図 
 
 
 
 
  

─　　─4 ─　　─5



6 
 

２）共同利用拠点事業 
 
 
 
国公私立大学における教育に係る施設については、教育上支障がないと認め

られるときは、他の大学の利用に供することができる。 
当該施設が、大学教育の充実に特に資するときは、教育関係共同利用拠点と

して、文部科学大臣の認定を受けることができる。（学校教育法施行規則第 143
条の 2） 
本制度は、大学の機能別分化の促進、大学間ネットワークの構築を進める上

で大きな役割を果たすものである。各大学が自らの強みを持つ分野へ取組を集

中・強化するとともに、他大学との連携を進めることによって、大学教育全体

としてより多様で高度な教育を展開していく上で、本制度の活用が期待される。 
例えば、練習船、農場、演習林、留学生関連施設、FD・SD センターなどが

教育関係共同利用拠点の対象として想定される。 
（文部科学省 HP より） 

 
 
 
先端的な農業技術実習教育に向け、高冷地の野菜、作物および畜産を組み合

わせた循環型農業に関する教育・研究および自然環境教育とその現場を教材と

して取り上げ、「食」や「環境」、「看護学」、「人文学」、「福祉学」など幅広い分

野の他大学学生に実施することで、各分野の理解を深めるとともに、自然の恵

みや命の営みの尊さなど豊かな人間性構築を目的とする。 
 
 
 
野辺山ステーション農場(以下「野辺山農場」という)は、中部高冷地域、八ヶ

岳のふもと標高 1,350m の野辺山高原に位置し、日本でも有数の高原野菜地帯で

あり、首都圏から短時間で訪れることができる大規模な高冷地・寒地型農業地

帯である。さらに周辺の生態系を一体として学習できる環境にある。このよう

な環境の中、キャベツを中心とする高原野菜、ベニバナインゲンなどのマメ類

およびソバの栽培、また、繁殖和牛の飼養と牧草の採草および放牧利用を行い、

持続的資源循環型農業を目指し、教育研究および地域貢献活動に取り組んでい

る。 

教育関係共同利用拠点制度の概要 

事業目的 

事業概要 
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教育関係共同利用拠点の対象として想定される。 
（文部科学省 HP より） 

 
 
 
先端的な農業技術実習教育に向け、高冷地の野菜、作物および畜産を組み合
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る。 

教育関係共同利用拠点制度の概要 

事業目的 

事業概要 
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学生の習熟レベル、プログラム内容に応じて選択できる以下の６演習（①～

⑥）を実施し、他大学へ提供する。 

●基礎力養成フィールド教育 

①②共学型プログラム（高冷地植物生産生態学演習、高冷地動物生産生態学

演習） 
本学農学部学生を主対象に開講している「高冷地植物生産生態学演習、高

冷地動物生産生態学演習」（3 泊 4 日、2 回開催）を他大学非農学系学生、農

学系学生も「共学」する演習として開講する。 
③既設型プログラム（高冷地生物生産生態学演習） 

他大学非農学系学生を主対象に、①②のプログラムを融合した「高冷地生

物生産生態学演習」を、環境、生態演習も取り入れた既設型プログラムに基

づく演習として開講する。 

●応用力養成フィールド教育 

④⑤既設型プログラム（高冷地応用フィールド演習、高冷地農家実践演習）  
基礎力養成演習を習得した他大学農学系、非農学系学生を主対象に、安心

安全な高冷地野菜生産の管理、収穫、流通等の６次産業化生産技術を習得で

きる応用演習を開講する（平成 26 年度に新設）。 
⑥注文型プログラム（注文型応用演習）                                                                                                                              

他大学に、野辺山農場における「栽培暦（図６）」および「12 の演習プロ

グラム（表 1）」等の情報を提供し、他大学の教員や学生からの相談に応じ

て「注文型のプログラム」を構築し、指導する。 

●オープンフィールド教育（注文型プログラム）  

  ⑦オープンフィールド（生産圃場の開放） 
高冷地施設を利用できない他大学の教員と学生を対象に、卒業論文等の指

導・作成に関わる試験研究圃場や研究課題の提供および野辺山農場隣接地域

における野外研究について、フィールドレベルで指導、援助する。 

取り組み内容 
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図 6 AFC 野辺山農場の栽培暦 
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表 1 対応可能な 12 の演習プログラム 

 
 

 
 

 
 

プログラム 所要時間 実施可能時期 概　要

高原野菜の管理 180分 春夏秋
キャベツ、白菜等の高原野菜の収穫
以外の管理

高原野菜の収穫 180分 夏秋
キャベツ、白菜等の高原野菜の収
穫、出荷

マメ、ソバ類の栽培、管理 180分 春夏秋
ベニバナインゲンの定植、収穫、選
別、ソバの調整

野辺山の野生生物の観察、調査 180分 春夏秋
昆虫を中心とした野辺山の野生生物
の観察、調査

八ヶ岳の野生生物の観察、調査 180分 春夏秋
八ヶ岳、および周辺の高原の野生生
物の観察、調査

高冷地（野辺山）農業の調査 180分 春夏秋
野辺山、川上村の農業、野菜農家の
調査、見学

マメ、ソバの加工、利用 180分 夏秋
ベニバナインゲンの調整、加工、ソ
バの加工、試食

肉用牛の飼養管理 180分 春夏秋冬 肉用牛の飼養管理、放牧地の管理

乳用牛の飼養管理

※他施設を利用した実習のため、別途料金が
かかります

牛舎管理

※他施設の利用も含むため、別途料金がか
かります

飼料作物の栽培、管理 180分 春夏秋 飼料作物の播種、管理、調整、保存

畜産物の加工、利用

※他施設を利用した実習のため、別途料金が
かかります

180分 春夏秋冬 バターづくり、牛乳加工施設見学

180分 春夏秋冬
乳用牛の飼養管理、子牛の管理、搾
乳体験

180分 春夏秋冬 肉用牛舎管理、乳用牛舎管理
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共同利用拠点としての教育の実施責任者は、信州大学農学部附属アルプス圏

フィールド科学教育研究センター長とし、共同利用の運営は共同利用拠点運営

委員会、共同利用拠点運営小委員会が担う。 
実習等の共同利用拠点事業の取り組みは、4名の専任教員、7名の技術職員（内、

常勤 6 名）、5 名の併任教員、5 名の支援教員、3 名の事務系職員（常勤）、1 名

のプロジェクト研究員（有期助手）と同コーディネート事務職員（1 名）、およ

び学務担当事務系職員（3 名）により実施する。 
 
 
 
 
野辺山農場では、既存の圃場、ビニルハウス、講義室（60 名収容可能）等を

利用し、各種演習を実施している。また、授業内容に応じて、平成 22 年度設置

した遺伝資源保存用冷蔵ユニットやこれまで蓄積してきた教材・農作業関連資

料等を活用する。農場管理棟の２階に宿泊施設（ベッド 8 床×6 室、和室 10 畳

×3 室、和室 12 畳×１室）、1 階に厨房・食堂（平成 26 年改修）、男女別のシャ

ワー室（各 4 室）、男女別の洗濯室（洗濯機、乾燥機）を有し、50 名が宿泊でき

る。また、複数の大学が開講する演習が重複し、上述の厨房、食堂による自炊、

宿泊が困難な場合、あるいは、利用大学の要望に応じて、食事は、給食、弁当

等の注文、利用、および他の施設による宿泊を斡旋して対応することも可能で

ある。 
 
 
 
 
共同利用の促進と利用者の利便性向上のため、ホームページから利用申請を

行えるようにした他、Q&A の掲載や施設利用予約状況の確認もできるように

AFC ホームページの充実を図った（次ページ以降に掲載）。さらに､AFC として

参加するイベント（｢大学はおいしいフェア｣等）時に､共同利用拠点事業に関す

るチラシを作成・配付し､より多くの大学等への周知に取り組んだ。 
また､公開実習募集はホームページへの情報掲載の他、過去に利用実績のある

大学へメールや郵便により案内を送付した。公開演習終了後は、実習報告をホ

ームページに掲載した。 
 

実施体制 

施 設 

広報活動 
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実施体制 
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広報活動 

11 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

AFC 及び拠点事業ホームページ 
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共同利用に関する Web ページ 

野辺山ステーション利用予約カレンダー 
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共同利用に関する Web ページ 

野辺山ステーション利用予約カレンダー 
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利用申し込みに関する Web ページ 
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野辺山ステーション実習に関する Web ページ 
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野辺山ステーション実習に関する Web ページ 
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Q&A のページ 

イベント時の配布資料 
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Q&A のページ 

イベント時の配布資料 

 

 

 

３）共同利用運営委員会 

(1)共同利用運営委員 

共同利用運営委員会は、学内委員（センター長、生物生産部長、生態保全部

長、農場専任（経営主事）教員）および学外委員（他大学関係者 3名、学外関
係有識者１名）で構成する。 

 
共同利用運営委員会委員名簿 

 
 

所属機関名 役職名 氏名 専門分野

信州大学農学部 教授 濱野　光市 畜産

信州大学農学部 教授 春日　重光 栽培学

信州大学農学部 教授 泉山　茂之 野生動物

東京農業大学農学部 教授 馬場　正 園芸

日本大学生物資源学部 教授 鳥越　洋一 作物学

佐久大学看護学部 教授 堀内　ふき 看護学

長野県野菜花卉試験場 場長 久保田　純司 野菜・花卉
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(2)共同利用運営委員会議事録 

①平成 年度  
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(2)共同利用運営委員会議事録 

①平成 年度  
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②平成 年度
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４）関連学内規程等 
信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン

ター共同利用規程
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４）関連学内規程等 
信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン

ター共同利用規程

 

21 
 

信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン

ター共同利用運営委員会細則
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信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン

ター共同利用及び宿泊施設利用内規
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信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン

ター共同利用及び宿泊施設利用内規
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1）演習の概要 

基礎力養成フィールド教育

①高冷地植物生産生態学演習 

本学農学部学生を主対象に開講している「高冷地植物生産生態学演習（2 単

位、3 泊 4 日）」を他大学非農学系学生、農学系学生も「共学」する演習とし

て開講した。 
 
【実習目的】  農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 26 年 8 月 6 日（水）～8 月 9 日（土） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 荒瀬輝夫（准教授）、濱野光市（教授） 
【参加人数】 39 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 36 名、信州大学経済学部 1 名、 
 お茶の水女子大学大学院 2 名 
【実習スケジュール】 

 

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター 入浴

講義

消灯

起床 野辺山・八ヶ岳の 搾乳体験・牛乳加工 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫 野生生物の調査・観察 （滝沢牧場）

朝食（食事当番1班） 昼食

昼食準備 講義

　　　（食事当番2班） 消灯

起床 高原野菜の収穫 高原野菜の管理 夕食（食事当番4班）

高原野菜の収穫 入浴

朝食（食事当番3班） 昼食（食事当番3班） 講義

消灯

起床 そば加工 野辺山ステーション出発

宿舎清掃

朝食（食事当番4班） 昼食 農学部着　解散

全員で片付け

食堂・厨房の清掃

入浴8月7日
（木）

8月8日
（金）

8月9日
（土）

6：00～8：00 9:00～12:00 13:00～17：00 17：00～22：00

8月6日
（水） 野辺山ステーション着

共学型プログラム 
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講義

消灯

起床 野辺山・八ヶ岳の 搾乳体験・牛乳加工 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫 野生生物の調査・観察 （滝沢牧場）

朝食（食事当番1班） 昼食

昼食準備 講義

　　　（食事当番2班） 消灯

起床 高原野菜の収穫 高原野菜の管理 夕食（食事当番4班）

高原野菜の収穫 入浴

朝食（食事当番3班） 昼食（食事当番3班） 講義

消灯

起床 そば加工 野辺山ステーション出発

宿舎清掃

朝食（食事当番4班） 昼食 農学部着　解散

全員で片付け

食堂・厨房の清掃

入浴8月7日
（木）

8月8日
（金）

8月9日
（土）

6：00～8：00 9:00～12:00 13:00～17：00 17：00～22：00

8月6日
（水） 野辺山ステーション着

共学型プログラム 
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地植物生産生態学演

習」を実施した。

本演習はとくに植物生産に焦点をあてた演習で、農家視察

では実際の高冷地における農作業について具体的に説明

して頂いた。 集荷場見学では、鮮度保持のための真空予

冷施設の見学に加え、演習における収穫・出荷時のキャベ

ツの切り方や箱詰めに関する注意事項を確認し、農作物の

出荷・流通に関する責任と心構えを学んだ。雨天でのキャ

ベツの収穫・出荷では雨具を着用しての作業であったが、

天候に左右されない出荷作業を体感した。演習全体を通し

て、農業を取り巻く厳しい環境や「食」に関する理解をよ

り深めることができた。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 7 高原野菜生産農家見学

図 キャベツの収穫

─　　─26 ─　　─27
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高冷地植物生産生態学演習シラバス 
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高冷地植物生産生態学演習シラバス 
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②高冷地動物生産生態学演習 

本学農学部学生を主対象に開講している「高冷地動物生産生態学演習（2 単

位、3 泊 4 日）」を他大学非農学系学生、農学系学生も「共学」する演習として

開講した。 
 
【実習目的】  農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 26 年 8 月 18 日（月）～8 月 21 日（木） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 荒瀬輝夫（准教授）、濱野光市（教授） 
【参加人数】 37 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 29 名、信州大学工学部 3 名、 
 清泉女学院大学 5 名 

【実習スケジュール】 

 
 
 

 

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター 入浴

講義

消灯

起床 家畜管理 搾乳体験・牛乳加工 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫 （滝沢牧場） 入浴

朝食（食事当番1班） 昼食（食事当番2班） 講義

消灯

起床 そば加工 高原野菜の収穫・管理 夕食（食事当番3班）

高原野菜の収穫 入浴

朝食（食事当番3班） 昼食 講義

全員で片付け 消灯

起床 野辺山・八ヶ岳の 野辺山ステーション出発

宿舎清掃 野生生物の調査・観察

朝食・昼食（おにぎり） 農学部着　解散

　　　（食事当番4班） 昼食

全員で厨房・食堂清掃

8月20日
（水）

野辺山ステーション着

8月18日
（月）

17：00～22：00

8月19日
（火）

8月21日
（木）

6：00～8：00 9:00～12:00 13:00～17：00

─　　─28 ─　　─29
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地動物生産生態学演習」

を実施した。

本演習はとくに高原野菜栽培と高冷地における動物生産に

焦点をあてた演習である。動物生産に関しては、飼料生産を

含む家畜飼育全般を対象とし、本演習では飼料生産圃場の草

地更新に伴う前作牧草のルートマット除去や､牛乳加工体験

を実施した。キャベツ収穫・出荷では､出荷するキャベツが

実際に流通されることへの責任と心構えを学んだ。演習全体

を通しては、農業を取り巻く厳しい環境や「食」に関する理

解をより深めることができた。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 肉用牛の飼養管理

図 10 採草地更新のための牧草の 
  ルートマット除去作業

─　　─30
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地動物生産生態学演習」

を実施した。

本演習はとくに高原野菜栽培と高冷地における動物生産に

焦点をあてた演習である。動物生産に関しては、飼料生産を

含む家畜飼育全般を対象とし、本演習では飼料生産圃場の草

地更新に伴う前作牧草のルートマット除去や､牛乳加工体験

を実施した。キャベツ収穫・出荷では､出荷するキャベツが

実際に流通されることへの責任と心構えを学んだ。演習全体

を通しては、農業を取り巻く厳しい環境や「食」に関する理

解をより深めることができた。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 肉用牛の飼養管理

図 10 採草地更新のための牧草の 
  ルートマット除去作業
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高冷地動物生産生態学演習シラバス 
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③高冷地生物生産生態学演習 

他大学農学系および非農学系学生を主対象にしている「高冷地動物生産生態

学演習（2 単位、3 泊 4 日）」を本学農学部学生も「共学」する演習として開講

した。 
 
【実習目的】 農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 27 年 9 月 1 日（月）～9 月 4 日（木） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 荒瀬輝夫（准教授）、濱野光市（教授） 
 （赤羽貞幸教授（副学長）、岡野哲郎教授（農学部学務委員長）） 

【参加人数】 33 名 
 ＜内訳＞信州大学農学部 12 名、信州大学経済学部 1 名、 

 信州大学工学部 1 名、信州大学医学部 1 名、 
 東京農業大学 12 名、人間総合科学大学 5 名、 
 日本獣医生命科学大学 1 名 

 
【実習スケジュール】 

 

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター 入浴

講義

消灯

起床 高原野菜の収穫 高原野菜の管理 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫 入浴

朝食（食事当番1班） 昼食（食事当番2班） 講義

消灯

起床 そば加工 搾乳体験・牛乳加工 夕食（食事当番3班）

高原作物の調整 全員で片付け （滝沢牧場） 入浴

朝食（食事当番3班） 昼食（食事当番2班） 講義

消灯

起床 野辺山・八ヶ岳の 野辺山ステーション出発

館内清掃 野生生物の調査・観察

朝食・昼食（おにぎり） 昼食 農学部着　解散

　　　（食事当番4班） 全員で片付け

食堂・厨房の清掃

6：00～8：00 9:00～12:00 13:00～17：00 17：00～22：00

9月1日
（月） 野辺山ステーション着

9月2日
（火）

9月3日
（水）

9月4日
（木）

既設型プログラム 
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③高冷地生物生産生態学演習 

他大学農学系および非農学系学生を主対象にしている「高冷地動物生産生態

学演習（2 単位、3 泊 4 日）」を本学農学部学生も「共学」する演習として開講

した。 
 
【実習目的】 農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 27 年 9 月 1 日（月）～9 月 4 日（木） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 荒瀬輝夫（准教授）、濱野光市（教授） 
 （赤羽貞幸教授（副学長）、岡野哲郎教授（農学部学務委員長）） 

【参加人数】 33 名 
 ＜内訳＞信州大学農学部 12 名、信州大学経済学部 1 名、 

 信州大学工学部 1 名、信州大学医学部 1 名、 
 東京農業大学 12 名、人間総合科学大学 5 名、 
 日本獣医生命科学大学 1 名 

 
【実習スケジュール】 

 

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター 入浴

講義

消灯

起床 高原野菜の収穫 高原野菜の管理 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫 入浴

朝食（食事当番1班） 昼食（食事当番2班） 講義

消灯

起床 そば加工 搾乳体験・牛乳加工 夕食（食事当番3班）

高原作物の調整 全員で片付け （滝沢牧場） 入浴

朝食（食事当番3班） 昼食（食事当番2班） 講義

消灯

起床 野辺山・八ヶ岳の 野辺山ステーション出発

館内清掃 野生生物の調査・観察

朝食・昼食（おにぎり） 昼食 農学部着　解散

　　　（食事当番4班） 全員で片付け

食堂・厨房の清掃

6：00～8：00 9:00～12:00 13:00～17：00 17：00～22：00

9月1日
（月） 野辺山ステーション着

9月2日
（火）

9月3日
（水）

9月4日
（木）

既設型プログラム 
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【概要および成果】 上述のスケジュールに基づき、「高冷地生物生産生態学演

習」を実施した。

本演習は本学農学部以外の農学系および非農学系の学生が

広く受講できる演習として､高冷地の気候・立地などを含め

植物、動物生産全般を体験する演習である。農家や 見学

に加え収穫・出荷体験を通し､高原野菜の生産・流通および

実習で出荷するキャベツが実際に流通されることへの責任

と心構えを学んだ。またソバの調整など野菜以外の作物生

産に関する演習も実施し､より多くの品目についての農業

生産を体験した。演習全体を通しては、農業を取り巻く厳

しい環境や「食」に関する理解をより深めることができた。

 
 
 

 
 
 
 

図 11 飯盛山の野生生物調査

図 12 赤羽副学長による八ヶ岳山麓の

地質についての講義（夜）

─　　─32 ─　　─33
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高冷地生物生産生態学演習シラバス 
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高冷地生物生産生態学演習シラバス 
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高冷地植物・動物・生物生産生態学演習実施要項 

─　　─34 ─　　─35
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図 キャベツの定植図 キャベツの播種

応用力養成フィールド教育

④高冷地応用フィールド演習 

他大学農学系および非農学系学生と本学農学部で「高冷地植物・動物・生物

生産生態学演習」を履修した学生を対象に「高冷地応用フィールド科学演習（2
単位、全 3 回）」を複数回の宿泊形式の演習として開講した。 
 
【実習目的】 野辺山ステーションの生産圃場においてキャベツを教材として、

圃場の準備、播種、定植から収穫、出荷までの一連の作業を通じ

て生産技術の習得を目的に、複数回の宿泊実習形式で行う。また、

講義や近隣施設の見学を適時行いながら、連作障害への対応、6
次産業化をめざした安定生産技術を習得し、高原野菜の生産や流

通システムについて理解を深めることを目的とする。 
【実施日程】 第 1 回目：平成 26 年 5 月 17 日（土）～5 月 18 日（日） 

 第 2 回目：平成 26 年 6 月 28 日（土）～6 月 29 日（日） 
 第 3 回目：平成 26 年 9 月 17 日（月）～9 月 19 日（水） 

【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 濱野光市（教授） 
【参加人数】 6 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 4 名、信州大学工部学 1 名、  
信州大学繊維学部 1 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

既設型プログラム 
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【実習スケジュール】 
第 1 回目 

 
 
第 2 回目 

 
 
 
第 3 回目 

 
 

時間

月日

農学部集合 圃場整備（マルチ張り等） 買い出し

野辺山ステーション着 夕食

または現地集合 入浴

到着後、ガイダンス・昼食 消灯

起床 講義： 昼食

　　高冷地の農業について 宿舎清掃

朝食 キャベツ播種 野辺山ステーション出発

農学部着　解散

17：00 ～ 22：00

5月17日
（土）

5月18日
（日）

7：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00

時間

月日

農学部集合 キャベツ定植 買い出し

野辺山ステーション着 圃場および育苗ハウス管理（除草） 夕食

または現地集合 獣害防止柵設置準備 入浴

到着後に昼食 消灯

起床 キャベツ定植 昼食

圃場管理（除草） 宿舎清掃

朝食 野辺山ステーション出発

農学部着　解散

6月28日
（土）

6月29日
（日）

7：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00 17：00 ～ 22：00

時間

月日

農学部集合 キャベツ収穫 買い出し

野辺山ステーション着 夕食

または現地集合 JA出荷施設見学 入浴

到着後に昼食 消灯

起床 キャベツの収穫 昼食 買い出し

キャベツの収穫 夕食

朝食 圃場管理 入浴

（キャベツ残根抜き、使用済みマルチ回収） 消灯

起床 講義： 昼食

　キャベツの品種について 宿舎清掃

朝食 野辺山ステーション出発

農学部着　解散

17：00 ～ 22：00

9月17日
（月）

9月18日
（火）

9月19日
（水）

7：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00
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【実習スケジュール】 
第 1 回目 

 
 
第 2 回目 

 
 
 
第 3 回目 

 
 

時間

月日

農学部集合 圃場整備（マルチ張り等） 買い出し

野辺山ステーション着 夕食

または現地集合 入浴

到着後、ガイダンス・昼食 消灯

起床 講義： 昼食

　　高冷地の農業について 宿舎清掃

朝食 キャベツ播種 野辺山ステーション出発

農学部着　解散

17：00 ～ 22：00

5月17日
（土）

5月18日
（日）

7：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00

時間

月日

農学部集合 キャベツ定植 買い出し

野辺山ステーション着 圃場および育苗ハウス管理（除草） 夕食

または現地集合 獣害防止柵設置準備 入浴

到着後に昼食 消灯
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（土）
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（日）
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または現地集合 JA出荷施設見学 入浴

到着後に昼食 消灯

起床 キャベツの収穫 昼食 買い出し

キャベツの収穫 夕食

朝食 圃場管理 入浴

（キャベツ残根抜き、使用済みマルチ回収） 消灯

起床 講義： 昼食

　キャベツの品種について 宿舎清掃

朝食 野辺山ステーション出発

農学部着　解散

17：00 ～ 22：00

9月17日
（月）

9月18日
（火）

9月19日
（水）

7：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地応用フィールド演習」

を実施した。

第 回目の演習は、圃場準備としてビニルマルチ張りと、

キャベツの播種を行った。ビニルマルチを張る作業を通し、

マルチを敷設する意味を理解するとともにきちんとビニル

マルチを張る作業の難しさを体験した。キャベツの播種作業

では、種の形状を観察コーティング種子による作業性の向上

について学び、播種作業の作業工程を理解した。また、高冷

地農業を体験する演習の第一歩として、高冷地農業について

の講義も実施し、高冷地農業の特徴などについて、とくに野

辺山高原を例に温暖地域に対するメリットや気象条件の厳

しい中での農業である現状をふまえ理解を深めた。

第 回目の演習では､キャベツ苗の定植と圃場管理として定

植後のキャベツ畝間の除草等を行った。キャベツ苗の定植で

は、約 、 株の苗を一苗一苗手で植える作業の大変さを

体感し、健全苗の見極めができるようになった。育苗ハウス

管理では、ハウス内の雑草を介し苗へ病害虫被害が広がるリ

スクを学び、育苗ハウス内および周辺の雑草管理の重要性を

理解した。圃場の定植済みキャベツの除草作業では、中腰の

体勢に加えキャベツやマルチを傷つけないように注意しな

がらの作業が重労働であることを体感した。また、実際の圃

場の獣害（シカのマルチ踏み荒らし）を確認するとともに、

これらの害を防ぐための獣 害防止柵設置準備として、鉄製

パイプの搬出と切断関連作業を実施し、獣害に対する理解を

深めた。

第 回目の演習では､ 集荷場見学､キャベツ収穫・出荷､収

穫後の圃場管理として使用済みマルチの回収等を行った。

集荷場ではキャベツの収穫・出荷に関する注意事項等ととも

に､実習で出荷するキャベツが通常の流通にのることへの責

任と心構えを学んだ。また､鮮度保持のための真空予冷施設

の見学も行い､高原野菜の流通に関する理解を深めた。キャ

ベツの収穫・出荷では､収穫作業が重労働であることを体験

するとともに､商品となる生産物は葉を 枚切りすぎただけ

で等級が落とされてしまうなど､厳格な出荷基準等も理解し

た。収穫後の圃場管理では､使用済みマルチの回収作業を行

った。講義では､キャベツの品種について解説し､ 品種程
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度の食味試験を実施し､形のほか味や食感の違い等を確認し

た。

回の演習を通し､高冷地野菜および高冷地で作付けされる

作物の生産やその流通システムを理解するとともに､「食」

や「環境」への関心を高めた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 15 JA 集荷場の見学

図 16 収穫後のビニルマルチ回収
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高冷地応用フィールド演習シラバス 
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高冷地応用フィールド演習実施要項 
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高冷地応用フィールド演習実施要項 
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⑤高冷地農家実践演習 

高冷地農家実践演習を任意の時期(当初｢高冷地生物生産生態学演習｣を受講

者した他大学の学生を対象に想定していたが、日程などの都合により同時開催

を含む任意の時期に変更)に、高冷地野菜等の実践的演習として開講した。 
 
【実習目的】 他大学の学生を対象に、高冷地農業、野辺山の農業、高冷地野菜

に関する基礎的知見を習得後、AFC 野辺山ステーションから周辺

の農家に通い、高冷地野菜等の実践的演習を行うことで、栽培か

ら収穫、流通まで実践技術を習得することを目的とする。 
【実施日程】 平成 26 年 9 月 1 日（月）～9 月 12 日（金） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション、周辺の農家 
【担当教員】 濱野光市（教授）、岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手） 
【参加人数】 9 名 

 ＜内訳＞日本大学 9 名 
【実習スケジュール】9:00～17:00 農家演習 

20:00～ 必要に応じて講義 
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⑥注文型応用演習

【東京農業大学の演習１】

東京農業大学農学部で開講されている授業科目「農業ビジネスデザイン

（一）」の一部である農業体験が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 26 年 9 月 4 日（木）～9 月 7 日（日） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション等 
【参加人数】 16 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 実習計画立案補助、 
 キャベツ収穫・出荷を中心に実習の一部を担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 
 ソバ打ち体験担当 

【スケジュール】 

 

9 月 4 日（木） 13:00 信州大学農学部野辺山ステーション 現地集合 
 14:00 オリエンテーション 
 15:00 信州大学・岡部先生の講義 
 18:00 夕食（自炊）・入浴・振り返りミーティング 
9 月 5 日（金） 7:00 朝食（自炊） 
 9:30 宿泊先出発 
 10:00～12:00 牧場体験（搾乳・バター作りなど）・昼食 
 13:00 牧場出発 
 14:00 宿泊先到着・平野先生の講義 
 18:00 夕食（自炊）・入浴・振り返りミーティング 
9 月 6 日（土） 7:00 朝食（自炊） 
 9:00 野辺山ステーションにてキャベツの出荷体験 
 12:30 昼食 
 14:00 そば打ち体験 
 17:00 宿泊先到着 
 18:00 夕食（自炊）・入浴・振り返りミーティング 
9 月 7 日（日）  7:00  朝食（自炊）・片づけ 
  9:00 振り返りミーティング・レポート作成 
 11:00 信州大学農学部野辺山ステーション 現地解散 

 

注文型プログラム 
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 図 20 スイートコーンの収穫 図 21 ソバ打ち体験

図 17 キャベツの出荷実習

図 18 高冷地農業の講義 図 19 牛の餌やり体験
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 図 20 スイートコーンの収穫 図 21 ソバ打ち体験

図 17 キャベツの出荷実習

図 18 高冷地農業の講義 図 19 牛の餌やり体験
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【東京農業大学の演習２】

東京農業大学農学部農学科ポストハーベスト学研究室の研修旅行の一部と

して高冷地野菜出荷施設見学とベニバナインゲンの収穫体験が野辺山農場で

実施された。 
 
【実施日程】 平成 26 年 10 月 17 日（金） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 

 JA 長野八ヶ岳南牧支所 
【参加人数】 60 名 
【施設利用、対応】 食堂、 
 実習計画立案補助、出荷施設見学引率補助、 

 ベニバナインゲン収穫実習担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 

【スケジュール】 

 
 
 

 
 
 
 
 

2014/10/17 
11:00～ ：JA 長野八ヶ岳 南牧集荷場見学（予冷施設など） 
（12:15 ：お弁当受け取り） 
12:30～ ：昼食 
13:00～14:00：高冷地農業について講義（岡部担当） 
14:00～16:00：ベニバナインゲン収穫体験 

図 22 高冷地野菜の講義 図 23 ベニバナインゲンの収穫実習

─　　─46 ─　　─47



 

48 
 

【高等教育コンソーシアム信州の演習】

高等教育コンソーシアム信州で開講されている「ピアメンター育成キャンプ」

が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 26 年 8 月 24 日（日）～8 月 26 日（火） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 26 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 キャベツ等の収穫・出荷実習を担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 24 キャベツの収穫・出荷実習 図 25 高冷地農業の講義
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図 24 キャベツの収穫・出荷実習 図 25 高冷地農業の講義
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【スケジュール】 

 

24 日 
■13:00－13:10 ガイダンス 

研修の趣旨説明 
        グループ分け，係りの割り当て 

冊子の説明 
研修日程，内容の説明，研修施設の説明 

■13:10－14:00 私のグループ，コミュニケーション，ポートフォリオ 
■14:15－17:15 農作業体験 
■17:30－19:00 部屋の準備，食事の準備，休憩 
■19:00－20:00 夕食，後片付け 
■20:00－21:00 劇の準備と「授業の正しい使い方」 
 
 
 
25 日 
■7:30－8:30 朝食 
■8:45－11:20 劇の制作・練習 
■11:30－12:10 昼食の準備 
■12:10－13:00 食事と後片付け 
■13:00－14:30 講義 
■14:40 玄関ホールに集合 
■15:00 出荷場見学 

出荷場見学のあと，17:30 までは自由時間。おみやげや観光はこの時間帯で。 
■17:30－19:00 食事の準備，休憩 
■19:00－20:00 夕食，後片付け,懇親会準備 
■20:30 懇親会 
 
26 日 
■7:30－8:30 朝食 
■8:45－10:30 劇の制作・練習 
■10:30－11:00 劇の上演 
■11:00－11:30 ふりかえり 
■11:40－12:30 部屋の清掃と昼食の準備 
■12:30－13:00   昼食 
■13:00－13:50 清掃 
■14:00 記念撮影，バス出発 
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【佐久大学の演習】

佐久大学のサークルが開催した農作業体験、調理体験が野辺山農場で実施さ

れた。 
 
【実施日程】 平成 26 年 8 月 29 日（金） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 10 名 
【施設利用、対応】 食堂および厨房、 

 キャベツの収穫・出荷実習を担当 
【スケジュール】 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 26 キャベツの収穫・出荷実習
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【グローバル人材養成プログラム 野辺山】

大学間交流協定締結アジア諸国の大学から留学生を受入、本学の学生と共学

で実習を受講する、信州大学内ＧＰ「グローバル人材養成プログラム in 野辺

山」が採択、その一部が野辺山農場で実施され、インドネシアのジャンビ大学

の留学生 3 名が農家見学の他、農作業体験した。 
 
【実施日程】 平成 26 年 10 月 28 日（火） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 4 名 
【施設利用、対応】 講義室、 

 野辺山実習の立案、 
 出荷施設見学および農家見学のセッティング・引率、 
 ベニバナインゲンの収穫および調整の実習を担当 
 高冷地農業に関する講義担当 

【スケジュール】 
10:30 野辺山ステーション着 
10:40～ 高冷地農業についての講義 
12:00 昼食 
13:00 ベニバナインゲン収穫・調整実習 
14:00 農家見学・JA 集荷場見学 

 

 
 
 
 
 
 

図 27 JA 集荷場見学 図 28 ベニバナインゲンの調整実習
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オープンフィールド教育

⑦オープンフィールド

【東京農業大学】

東京農業大学農学部農学科ポストハーベスト研究室の卒論研究で必要な 
キャベツサンプル栽培が野辺山農場で実施された。 
【施設利用、対応】野菜圃場の開放、キャベツ栽培補助 

 

【麻布大学】 

麻布大学獣医学部の森林と草原的環境のおけるネズミ相に関する修論研究

の調査の一部が野辺山農場で実施された。

【施設利用、対応】宿泊利用、野菜圃場隣縁部および牧草地の開放

【筑波大学】 

筑波大学生物資源学類のシカの牧草地進入に関する卒論研究の調査の一部

が野辺山農場で実施された。

【施設利用、対応】牧草地の開放

 
 

  

注文型プログラム 
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【施設利用、対応】野菜圃場の開放、キャベツ栽培補助 

 

【麻布大学】 

麻布大学獣医学部の森林と草原的環境のおけるネズミ相に関する修論研究

の調査の一部が野辺山農場で実施された。

【施設利用、対応】宿泊利用、野菜圃場隣縁部および牧草地の開放

【筑波大学】 

筑波大学生物資源学類のシカの牧草地進入に関する卒論研究の調査の一部

が野辺山農場で実施された。

【施設利用、対応】牧草地の開放

 
 

  

注文型プログラム 
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2）利用実績 
平成 26 年度の AFC 野辺山農場の利用は、学内 9 所属機関、学外 16 所属機関

のあわせて 25 所属機関、延べ 1168 人、56 件（表 2）だった。また、宿泊およ

び日帰りでの利用は、それぞれ宿泊利用は延べ 965 人（20 件）、日帰り利用は 7
所属機関、のべ 203 人（36 件）だった（表 3）。利用は大学が夏休みとなる 8
月から 9 月に多く、とくに宿泊施設利用はこの時期に集中した（表４）。また、

宿泊利用の場合、実習・演習やキャンプなどの合宿がほとんどで、AFC 開講の

演習以外の利用において、実習や講義の依頼が多くあった．その他の時期は少

人数による日帰り利用が多く、主に研究の場として活用された。 
 
表 2 所属機関別利用者数 

 
 
 
表 3 宿泊・日帰り別利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

所属機関数 利用人数 延べ人数
区　分

平成２６年度

学内（法人内）

国立大学

公立大学

計

私立大学

大学共同利用機関法人

民間・独立行政法人等

外国の研究機関

（うち大学院生）

項　目 利用者数 件数

利用者延数・延件数 1,168名 56件
宿泊利用者数・件数 295名、延べ965名 20件
日帰利用・件数 203名 36件
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表 4 年間利用実績一覧 

 
 
 

所属 宿泊業務以外の対応 特記事項

日本大学 名 調査補助 博士論文研究
筑波大川上演習林 名 研究打ち合わせ 卒業論文研究
筑波大川上演習林 名 採草地の試験枠設置位置確認 卒業論文研究
筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 調査プロット設置位置の確認 卒業論文研究

名 鳥類調査
名 実習・講義 高冷地応用フィールド演習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 採草地の試験枠設置位置確認 卒業論文研究
名 鳥類調査

麻布大学 名 ネズミ類とヤマネの調査
信州大学農学部 名 実習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 調査 卒業論文研究
名 鳥類調査

信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究
筑波大川上演習林 名 調査地案内，説明 卒業論文研究

名 実習 高冷地応用フィールド演習
筑波大川上演習林 名 卒業論文研究
筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 調査プロット設置位置の確認 卒業論文研究
森林科学科　緑地生態学研究室 名 ステーション内案内 卒業論文研究

名 鳥類調査
森林科学科 名 講義 「地域調査演習」での八ヶ岳周辺の土地利用巡見

名 鳥類調査
神奈川県農業技術センター 名 農場見学・野辺山地域農業視察案内 キャベツ産地の視察

名 鳥類調査
名 鳥類調査
名 収穫体験 土と緑の体験講座

理学部 名 第21回信州魚類研究会
信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究

名 鳥類調査
名 実習・講義 高冷地植物生産生態学演習
名 実習・講義 高冷地動物生産生態学演習
名 樹木医総合演習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
コンソーシアム信州 名 実習・講義 コンソーシアム信州実習「ピアメンター育成キャンプ」

東京大学大学院総合文化研究科 名 調査地案内 修士論文研究
佐久大学 名 農作業体験，調理体験 佐久大学サークル
佐久大学 名 高齢者課題についてのゼミ

名 実習・講義 高冷地生物生産生態学演習
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」

東京農業大学 名 実習・講義，プログラムプランニング手伝い 農業ビジネスデザイン（授業科目）に伴う農業体験研修のため

日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
信州大学農学部 名 牧場体験ゼミ
麻布大学獣医学部 名 ネズミ類とヤマネの調査のため
信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究

名 実習・講義 高冷地応用フィールド演習
筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究
東京農業大学 名 講義・収穫体験 ゼミ研修旅行

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
名 実習・講義・農家見学 留学生実習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
AFC演習林（慶応大学） 名3月9日

10月20日
10月28日
11月10日

9月29日
10月1日
10月17日

9月10日～16日
9月12日

9月17日～19日

9月6日～12日
9月8日

9月10日～12日

9月2日～10日
9月4日～7日
9月5日～12日

9月1日～5日
9月1日～8日
9月1日～12日

8月29日
8月30日～31日
9月1日～4日

8月24日
8月24日～26日

8月26日

8月6日～9日
8月18日～21日

8月19日

8月2日～3日
8月4日
8月4日

7月24日
7月30日
8月2日

7月17日～18日
7月22日
7月24日

7月15日
7月16日
7月17日

6月24日
6月28日～29日

7月7日

6月16日
6月17日
6月20日

5月27日
5月30日～6月1日

6月13日

5月13日
5月17日～18日

5月26日

4月7日
4月23日
5月12日

使用期間 使用人数
3月18日～19日
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表 4 年間利用実績一覧 

 
 
 

所属 宿泊業務以外の対応 特記事項

日本大学 名 調査補助 博士論文研究
筑波大川上演習林 名 研究打ち合わせ 卒業論文研究
筑波大川上演習林 名 採草地の試験枠設置位置確認 卒業論文研究
筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 調査プロット設置位置の確認 卒業論文研究

名 鳥類調査
名 実習・講義 高冷地応用フィールド演習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 採草地の試験枠設置位置確認 卒業論文研究
名 鳥類調査

麻布大学 名 ネズミ類とヤマネの調査
信州大学農学部 名 実習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 調査 卒業論文研究
名 鳥類調査

信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究
筑波大川上演習林 名 調査地案内，説明 卒業論文研究

名 実習 高冷地応用フィールド演習
筑波大川上演習林 名 卒業論文研究
筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 調査プロット設置位置の確認 卒業論文研究
森林科学科　緑地生態学研究室 名 ステーション内案内 卒業論文研究

名 鳥類調査
森林科学科 名 講義 「地域調査演習」での八ヶ岳周辺の土地利用巡見

名 鳥類調査
神奈川県農業技術センター 名 農場見学・野辺山地域農業視察案内 キャベツ産地の視察

名 鳥類調査
名 鳥類調査
名 収穫体験 土と緑の体験講座

理学部 名 第21回信州魚類研究会
信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究

名 鳥類調査
名 実習・講義 高冷地植物生産生態学演習
名 実習・講義 高冷地動物生産生態学演習
名 樹木医総合演習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
コンソーシアム信州 名 実習・講義 コンソーシアム信州実習「ピアメンター育成キャンプ」

東京大学大学院総合文化研究科 名 調査地案内 修士論文研究
佐久大学 名 農作業体験，調理体験 佐久大学サークル
佐久大学 名 高齢者課題についてのゼミ

名 実習・講義 高冷地生物生産生態学演習
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」

東京農業大学 名 実習・講義，プログラムプランニング手伝い 農業ビジネスデザイン（授業科目）に伴う農業体験研修のため

日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」
日本大学 名 実習・講義・農家送迎 「高冷地農家実践演習」

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
信州大学農学部 名 牧場体験ゼミ
麻布大学獣医学部 名 ネズミ類とヤマネの調査のため
信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究

名 実習・講義 高冷地応用フィールド演習
筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
信州大学農学部 名 農具貸し出し 卒業論文研究
東京農業大学 名 講義・収穫体験 ゼミ研修旅行

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
名 実習・講義・農家見学 留学生実習

筑波大学生命環境学群生物資源学類 名 卒業論文研究
AFC演習林（慶応大学） 名3月9日

10月20日
10月28日
11月10日

9月29日
10月1日
10月17日

9月10日～16日
9月12日

9月17日～19日

9月6日～12日
9月8日

9月10日～12日

9月2日～10日
9月4日～7日
9月5日～12日

9月1日～5日
9月1日～8日
9月1日～12日

8月29日
8月30日～31日
9月1日～4日

8月24日
8月24日～26日

8月26日

8月6日～9日
8月18日～21日

8月19日

8月2日～3日
8月4日
8月4日

7月24日
7月30日
8月2日

7月17日～18日
7月22日
7月24日

7月15日
7月16日
7月17日

6月24日
6月28日～29日

7月7日

6月16日
6月17日
6月20日

5月27日
5月30日～6月1日

6月13日

5月13日
5月17日～18日

5月26日

4月7日
4月23日
5月12日

使用期間 使用人数
3月18日～19日
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3）アンケート結果 
取り組みに対する評価として、野辺山農場の利用者に対しアンケート調査を

実施した（表 5）。ただし、複数回利用の利用者には初回のみ実施した。また、

アンケートは日本語シートのみだったため、海外からの学生（信州大学農学部

留学生は除く）および教員には実施しなかった。公開演習に参加した学生（115
名）の内訳は、本学農学部学生が 70%（81 名）、他学部および他大学学生が 30%
（34 名）だった（図 29）そのうち 114 名から回答が得られた（回収率 99%）。 
アンケート内容は、公開演習（図 30）とその他利用で質問内容を若干違うも

のとし、その他利用ではさらに学生（図 34）と教員（図 35）で質問を変更した

ものとした。 
 

表 5 アンケート調査実施状況 

 
 

 
 

―

―
―
―

合計利用者人数

他
同伴児童
運転手

学
生

信大・農学部学生
信大・他学部学生
他大学学生
外部団体学生

アンケート

回答者

教
員

信大・農学部教員
信大・他学部教員
他大学教員
外部団体教員・社会人

信大農学部
71%

信大他学部
8%

東京農業大
10%

日本獣医大
1% 人間総合科学大

4%

お茶の

水女子

大
2%

清泉女学

院大
4%

その他
29%

図 29 公開演習参加学生所属の内訳
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 図 30 公開実習および牧場体験ゼミ参加学生に対するアンケート用紙
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 図 30 公開実習および牧場体験ゼミ参加学生に対するアンケート用紙

 

57 
 

 
 

 
 図 32 その他利用教員に対するアンケート用紙

図 31 その他利用学生に対するアンケート用紙
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基礎力養成フィールド教育

基礎力養成フィールド教育に関する演習に参加した学生から得られたアン

ケート結果を以下に示す。

①他大学・他学部

【演習の満足度】 

演習全体の評価にあたる｢満足度｣では｢大変満足｣と｢満足｣が 98%で提供し

ているプログラムの満足度は高いと判断できた。また、｢大変満足｣の回答は

65%で、非農学系や高冷地および準高冷地に圃場のない大学に所属する学生に

とって、満足度が高かったと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 33 他大学・他学部学生の基礎力養成フィールド教育に 
関する演習の満足度

大変満足
65%

満足
32%

普通
3%

不満
0%

大いに不満
0%
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基礎力養成フィールド教育
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大変満足
65%
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大いに不満
0%
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【有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習内容】 
参加した演習で特に有意義だった演習（内容）では、キャベツの収穫・出演

習の回答が突出して多かった（表 6）。興味が増大した演習（内容）は多くの

項目がまんべんなくあげられており、本学農学部の学生にとっては知識や実習

経験のある内容であるが、他学部および他大学の学生にとっては新たな体験と

なる項目が複数あることが推察できた。また楽しかった演習（内容）は、牧場

体験の回答が突出して多くかった。これらのことから、本学農学部の学生とそ

の他の学生では、演習内容に対する受けとけ方が少し異なっていることがわか

った。 
 
表 6  基礎力養成フィールド教育に関する演習を受講した他学部および他 

大学学生が有益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
※高冷地動物生産生態演習のみ、アンケート形式が異なっていたため、「興味が 
増大した演習」の回答実績なし 

　　項　目

　演習内容 
有意義だった演習 興味が増大した演習 楽しかった演習

キャベツについて（座学）

キャベツの収穫・出荷

キャベツの食味試験

キャベツの残根抜き

キャベツ植苗

キャベツの調整

高冷地野菜の収穫・管理

集荷場の見学

牧場体験（搾乳・バター作り）

そば打ち

農家見学

クローン牛の試食と講義

軽登山

野生生物の調査・観察

自炊

そばの草取り

白菜の処理

野生生物調査

牛乳の成分など

合　　　　　　計

畜産について

全部
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【演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、興味・関

心が増大したか】 
演習参加後に興味関心が増したと 

いう回答が 79%で、参加した他学部お

よび非農学系を含む他大学の学生は

食料、農業、環境、高冷地、野菜、家

畜等について関心を深めたことがわ

かった。一方で、未回答の割合が 21%
であったことから、とくに他学部およ

び非農学系を含む他大学の学生に対

し、高冷地農業への理解・興味の促進

を促す演習項目の工夫の余地がある

ことが示された。 
興味・関心が増大した項目は、高 

冷地農業全般に関する回答が多かっ 
たが、少数ではあるが｢食｣に関する 
回答もあり、｢食育｣的教育効果も期 
待できると考えられた。 
 
 
表 7 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・関

心が増大項目（複数回答） 

 
 

 

回答数 回答数

 環境

興味・関心が増大した事柄 興味・関心が増大した事柄

 家畜等  特殊環境下での食料生産について

 クローン牛について  生育環境

 高冷地での野菜  食料

 野菜  レタス・キャベツ栽培の機械化率

 高冷地  ブロッコリーが氷づけで出荷されること

 流通  野菜の品種のブランド化

 キャベツの品種  食事に関すること

 農業  食料全般の生産

図 34 基礎力養成フィールド教育 
に関する演習に参加した他 
大学・他学部学生の農業等の 
興味関心の増大

ある

79%

ない

0%

どちらとも

0%
未回答

21%
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②本学農学部 

【演習の満足度】 
演習全体の評価にあたる｢満足度｣では｢大変満足｣と｢満足｣が 100%で、 

提供しているプログラムの満足度は高いと判断できた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 35 本学農学部学生の基礎力養成フィールド 
教育に関する演習の満足度 

大変満足
40%

満足
60%

普通
0%

不満
0% 大いに不満

0%
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【有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習内容】 
参加した演習で特に有意義だった演習（内容）では、他大学・他学部の学

生の回答と同様に、キャベツの収穫・出荷実習の回答がとくに多かった。興

味・関心が増大した演習（内容）はキャベツの収穫・出荷実習と牧場体験の

回答が、楽しかった演習（内容）は牧場体験、ソバ打ち、軽登山が多かった。 
 

表 8 基礎力養成フィールド教育に関する演習を受講した本学農学部学生が 
 有益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
※高冷地動物生産生態演習のみ、アンケート形式が異なっていたため、「興味が増大した演習」

の回答実績なし。 

項目

演習内容

実習内容全般

班長

炊事

キャナリーグラスのルート
マット除去

クローン牛

JA集荷場見学

JA・農家の方の話

そばの選別・そば打ち

講義

軽登山・周辺散策（自然観
察植・生・動物）

草刈り・草とり

高冷地野菜・野菜の収穫

キャベツの品種・食味試験

キャベツの収穫・箱詰め・
出荷

楽しかった演習

農家のスケジュール

レタス農家見学

白菜の病害処理

牧場体験（牛の餌やり・搾
乳・バター作り）

有意義だった演習 興味が増大した演習

─　　─62
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【演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、興味・関

心が増大したか】 
演習参加後に興味関心がましたとい        

う回答が 89%で、参加したほとんどの学

生が食料、農業、環境、高冷地、野菜、

家畜等について関心をもつきっかけと

なったことが推察できる。 
興味・関心が増大した項目については、

高冷地農業（野菜、畜産）や高冷地の環

境の回答が多く（表 9）、本拠点の最大の

特徴である｢高冷地｣という立地を生か

した演習が提供できていることが確認

できた。 
 
 

表 9 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・関

心が増大項目（複数回答） 

  

回答数 回答数

キャベツについて・品種と管理 酪農・耕作を営む人たち

家畜（牛について・牛の生態） 花について

野菜と品種 キャベツの収穫

農業 地域の気候と農業

高冷地農業・野菜 雑草除去

高冷地の環境 地域の人との関わり

興味・関心が増大した事 興味・関心が増大した事

高山植物

軽登山 収穫作業の実状

農業経済・経営と暮らし そば打ち

作業の効率化について 地域ごとの人口と生育方法

クローン牛について JAの体系

食料 植物農家への関心

流通 高冷地における農業の循環

図 36 本学農学部学生の農業

等の興味関心の増大

ある
89%

ない
1%

どちらとも
1%

未回答
9%
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応用力養成フィールド教育

応用力養成フィールド教育に関する演習に参加した学生から得られたアンケ

ート結果を以下に示す。アンケート結果は、本学開講の既設型プログラムと他

大学等からの依頼により開講した注文型プログラムに分けてまとめた。既設型

プログラムは、高冷地農家実践演習ではアンケートを実施しなかったため、高

冷地応用フィールド演習に参加した学生の結果のみを示した。

①他大学・他学部

高冷地応用フィールド演習に参加した本学の他学部の 名の学生から得ら

れたアンケート結果から、演習全体の評価にあたる｢満足度｣は｢満足｣と｢普通｣

が 1 名ずつで、プログラムの内容についてさらなる改善の余地があることがわ

かった。参加した演習で特に有意義だった演習（内容）では、座学と集荷場見

学、興味が増大した演習（内容）は座学とキャベツの収穫、楽しかった演習（内

容）は、キャベツの定植と残根処理があげられた。「講義（座学）」が有意義あ

るいは興味が増大した内容にあげられたことは本学農学部の学生の結果と全

く異なっている部分であり、非農学系の学生を対象とする演習では、農学系の

学生の演習と比較し、講義により農学の基礎を説明することの重要性が改めて

示された。演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、

興味・関心が増大したか戸の質問に対しては、参加した 2 名ともから「演習参

加後に興味関心が増した」という回答が得られ、参加した他学部の学生も食料、

農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について関心を深めたことがわかった。 
 
表 10 他学部学生の応用力養成フィールド教育関連演習の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大変満足 満足 普通 不満 大いに不満

既設型プログラム 
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大変満足 満足 普通 不満 大いに不満

既設型プログラム 
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表 11 応用力養成フィールド教育に関する演習を受講した他学部学生が有益と

感じた演習内容と項目別回答数（複数回答）  

 
 
 

表 12 演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、興味・ 
 関心が増大したことはあるか 

 
 
 

表 13 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・ 
 関心が増大項目（複数回答） 

 
 
 

②本学農学部

高冷地応用フィールド演習に参加した本学農学部の 名の学生から得られた

アンケート結果から、演習全体の評価にあたる｢満足度｣は全員の回答が｢大変

満足｣であったことから、プログラム内容の満足度は高いと判断できた。参加

した演習で特に有意義だった演習（内容）、興味が増大した演習（内容）、楽し

かった演習（内容）は、全てにキャベツの定植と収穫があげられ、植物体に直

接触れる作業が評価された。演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、

家畜等について、興味・関心が増大したか戸の質問に対しては、2 名からは「演

習参加後に興味関心が増した」という回答が得られたが、1 名は「ない」の回

答であったことから、農業や高冷地への興味・関心をもつきっかけ作りを演習

内に盛り込む工夫が必要であることがわかった。 
 

 
表 14 本学農学部学生の応用力養成フィールド教育関連演習の満足度 

 
 
 

実習内容
楽しかった演習興味関心が増大した演習有意義だった演習

キャベツ植苗

項目

座学
集荷場見学
キャベツの刈り取り収穫

キャベツの残根抜き

ある ない

回答数
ブロッコリーが氷づけで出荷されること

レタス・キャベツ栽培の機械化率

興味・関心が増大した事

大変満足 満足 普通 不満 大いに不満
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表 15 応用力養成フィールド教育に関する演習を受講した本学農学部学生が有 
 益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
 

 
表 16 演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、  

興味・関心が増大したことはあるか 

 
 
 
表 17 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・

関心が増大項目（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有意義だった演習 興味が増大した演習 楽しかった演習
演習内容

項目

キャベツの定植

キャベツの収穫

キャベツの食べ比べ

ある ない

興味・関心が増大した事 回答数
農業
高冷地の環境
キャベツ

牛

─　　─66



 

66 
 

表 15 応用力養成フィールド教育に関する演習を受講した本学農学部学生が有 
 益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
 

 
表 16 演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、  

興味・関心が増大したことはあるか 

 
 
 
表 17 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・

関心が増大項目（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有意義だった演習 興味が増大した演習 楽しかった演習
演習内容

項目

キャベツの定植

キャベツの収穫

キャベツの食べ比べ

ある ない

興味・関心が増大した事 回答数
農業
高冷地の環境
キャベツ
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野辺山農場を利用して他大学等が実施する演習に参加した学生の一部から得

られたアンケート結果を以下に示す。

①東京農業大学１ 

平成 26 年 9 月 4 日（木）～9 月 7 日（日）に実施された、東京農業大学で開

講されている「農業ビジネスデザイン（一）」の宿泊農場実習に参加の学生 16
名からアンケートを得た。利用項目は宿泊施設の他、オーダーメイド型実習と

して実習全体のプラン作成補助、キャベツの収穫・出荷をはじめとした農作業

実習と出荷施設見学等を含む高冷地に関する講義を実施した。 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では｢大変満足｣および｢満

足｣の回答が 60%、普通が 40%だったこと 
から、私立大学の学生からも施設等の利用は問 
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【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習への参加

については、｢分からない｣、｢いいえ｣の回答が

多く、その理由として｢日程が合わない｣等があ

げられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②東京農業大学２ 

平成 26 年 10 月 17 日（金）に実施された東京農業大学農学部農学科ポスト

ハーベスト学研究室の「専攻演習」での日帰りで実施された出荷施設見学と収

穫体験に参加の学生 41 名からアンケートを得た。利用項目は講義室の他、オー

ダーメイド型実習として、出荷施設見学を含む高原野菜に関する講義とベニバ

ナインゲンの収穫実習を実施した。 
 
【フィールド、施設、設備の満足度】 

施設利用の｢満足度｣では、｢大満足｣および  
｢満足｣の回答が 81%で、その理由として最も多

かった回答は「トイレがキレイ」だった。その

他、「あまり経験することのできない体験がで

きた」、「収穫の楽しさ大変さがわかったのでい

い経験になった」等の意見もあった。これらの

ことから、私立大学の学生からの満足度も高い

と判断できた。 
 
 

 
 
 
 

図 40 参加学生の満足度
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【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
教育、研究等でのフィールド、施設等の利用に

ついて、15%の学生から｢利用したい｣という回答

が得られたが、78%の学生は｢わからない｣という

回答だった。利用したい目的としては、農場実習

等があげられた。わからない理由としては、｢今

のところ行う予定がないため｣や｢今、住んでいる

場所から遠いため｣等があげられた。 
 
 
 
 
 
 

 
【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 

野辺山農場で開催される公開演習への参加につ

いて、学生からは｢分からない｣が 49%、｢いいえ｣

が 46%で、とくに「いいえ」とした理由としては｢遠

方のため｣との回答が多かった。 
 
 
 
 
 
  

図 42 学生の公開演習への 
参加希望

図 41 参加学生の今後の利用 
について
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③佐久大学 

平成 26 年 8 月 29 日（金）に佐久大学のサークル活動で日帰り利用で実施さ

れたキャベツ穫体験等に参加の学生 7 名からアンケートを得た。利用項目は食

堂、厨房の他、オーダーメイド型実習としてキャベツの収穫・出荷実習を実施

した。 
 
【フィールド、施設、設備の満足度】 

施設利用の｢満足度｣では、｢大変満足｣の回答

が教員 100%（図 43）、学生 29%（図 47）で、

全参加者の回答は「大変満足」と「満足」のみで、

満足度は非常に高いと判断できた。 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
教育、研究等でのフィールド、施設等の利用

については、｢利用したい｣の回答が教員では

100%、学生では 57%（図 44）だった。利用し

たい目的として、教員からは「研究（卒論）の

集中合宿」等が、学生からは「サークル活動」

の意見が寄せられた。 
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【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習への参加に

ついて、教員の 100%から学生へ参加を勧めると

の回答が得られた。参加を勧める理由としては

「看護学生にとっても食に関する知識は必要で

すし、食卓にあがる前のこと、農家の苦労等も理

解してほしいと思っている」等があげられた。学

生からは、｢分からない｣の回答が最も多かった

（図 45）。 
 
 
 
 
  

図 45 学生の公開演習 
への参加希望
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オープンフィールド教育

オープンフィールド教育に関する演習に参加した一部の学生から得られたア

ンケート結果を以下に示す。

①麻布大学 

平成 26 年 9 月 10 日（木）～16 日（火）に麻布大学獣医学部の研究活動でオ

ープンフィールドとして農場敷地内を調査サイトとして利用の他、宿泊施設の

利用があった。利用した 3 名の学生から得られたアンケート結果を以下に示す。 
 
【フィールド、施設、設備の満足度】 

施設利用の｢満足度｣では、全参加者の回答は「大変満足」と「満足」のみで、

満足度は非常に高いと判断できた。 
 

【貴学の教育、研究等でのフィールド、施設等のご利用】 
全回答とも「利用しない」だった。 

 
【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 

全回答とも「いいえ」だった。その理由としては、「場所が住んでいるとこ

ろから遠いため」と「遠い」、「演習の内容が自分の勉強している分野と違うた

め」があげられた。 
 
 
 
 
 
  

注文型プログラム 
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教職員

実習等の引率や学会等で利用があった他大学・他学部の教職員および一般利

用者のうち 13 名から回答が得られた。

 
【フィールド、施設、設備の満足度】 

施設利用の｢満足度｣では｢大変満足｣

が 67%，｢満足｣が 33%の回答だったこ

とから、教職員からの施設等の利用に関

する満足度は高かったと判断できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 

教育、研究等でのフィールド、施     
設等の利用については、62%が｢利用

したい｣という回答で、その理由とし

ては「ゼミなどを実施するのに好適と

思った」等があげられた。「わからな

い」の回答は 23%あり、その理由は

「分野が異なるため、今後、検討して

いきたいと考える」等であった。使用

目的としては、「演習」、「小グループ

での学習」、「一泊で研究（卒論）の集

中合宿」、「宿泊を入れた体験学習、院

生の集中ゼミ」、「農家と同じレベルの

キャベツ収穫体験」、「特産作物の管理 
作業」「農作業」と複数の目的があげられた。 
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図 46 教職員の満足度

図 47 今後の利用について
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【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
今後野辺山農場で開催される公開演習へ

自大学の学生の参加に参加を勧めるかにつ

いては、｢はい｣が 69%と最も多かった。 そ

の理由としては、「看護学生にとっても食に

関する知識は必要であり、食卓にあがる前

のこと、農家の苦労等も理解してほしいと

思っている」、「農村の医療に携わる卒業生

が増えて欲しいので」、「高冷地農業という

特殊な農業のあり方を学ばせたい」等があ

げられた。｢わからない｣の回答は 23%あり、

その理由として｢専門領域が異なるため｣等

があげられた。 
 
 
 
 
 
 
  

はい
69%
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いいえ
8%

未回答
0%

図 48 自大学学生への公開演

習への参加を勧めるか 
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1）演習の概要 

基礎力養成フィールド教育

①高冷地植物生産生態学演習 

本学農学部学生を主対象に開講している「高冷地植物生産生態学演習（2 単位、

3 泊 4 日）」を他大学非農学系学生、農学系学生も「共学」する演習として開講

した。 
 
【実習目的】 農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 27 年 8 月 10 日（月）～8 月 13 日（木） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授） 

 荒瀬輝夫（准教授）、濱野光市（教授） 
【参加人数】 40 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 34 名、信州大学理部学 1 名、 
東京農工大学 2 名、人間総合科学大学 2 名、 
清泉女学院大学 1 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

共学型プログラム 
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【実習スケジュール】 

 

【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地植物生産生態学演習」

を実施した。

本演習はとくに植物生産に焦点をあてた演習で、農家視察で

は栽培方法や 日の作業タイムスケジュール等、実際の高冷

地農業について具体的に説明して頂いた。 集荷場見学で

は、鮮度保持のための真空予冷施設の見学に加え、演習にお

ける収穫・出荷時のキャベツの切り方や箱詰めに関する注意

事項を確認し、農作物の出荷・流通に関する責任と心構えを

学んだ。飼料作物の管理では、採草地の更新のため、チモシ

ーの播種を行った。演習全体を通して、農業を取り巻く厳し

い環境や食に関する理解をより深めることができた。

 
 

 
 

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター

野辺山ステーション着 入浴

講義

消灯

起床 飼料作物管理 搾乳体験・牛乳加工 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫 （滝沢牧場）

入浴

朝食（食事当番1班） 昼食（食事当番2班） 講義

　 消灯

起床 ソバ加工 高原野菜の収穫・管理 夕食（食事当番3班）

高原野菜の収穫

入浴

朝食（食事当番3班） 昼食 講義

消灯

起床 野辺山、八ヶ岳の 野辺山ステーション出発

宿舎清掃 野生生物の調査・観察

朝食・昼食（おにぎり） 昼食 農学部着　解散

　　　 （食事当番4班） 　 全員で食堂・厨房の清掃

8月13日
（木）

13:00 ～ 17：00 17：00 ～ 22：00

8月10日
（月）

8月11日
（火）

8月12日
（水）

9:00 ～ 12:006：00 ～ 8：00

図 49 集荷場の予冷施設の見学 図 キャベツの収穫
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②高冷地動物生産生態学演習 

本学農学部学生を主対象に開講している「高冷地動物生産生態学演習（2 単位、

3 泊 4 日）」を他大学非農学系学生、農学系学生も「共学」する演習として開講

した。 
 
【実習目的】 農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 27 年 8 月 24 日（月）～8 月 27 日（木） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 荒瀬輝夫（准教授）、濱野光市（教授） 
【参加人数】 53 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 46 名、お茶の水女子大学 2 名、 
京都大学 1 名、鳥取大学 1 名、人間総合科学大学 3 名 

【実習スケジュール】 

 
  

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター

野辺山ステーション着 入浴

講義

消灯

起床 家畜管理・牛乳加工(3･4班） 家畜管理・牛乳加工(1･2班） 夕食（食事当番3班）

高原野菜の収穫 　　　　　　/放牧地管理（1・2班） 　　　　　　/放牧地管理（3・4班）

入浴

朝食（食事当番1班） 昼食（食事当番2班） 講義

　 消灯

起床 ソバ加工 高原野菜の収穫・管理 入浴

高原野菜の収穫

講義

朝食（食事当番2班） 昼食(食事当番3班） 夕食 消灯

起床 野辺山、八ヶ岳の 野辺山ステーション出発

宿舎清掃 野生生物の調査・観察

朝食・昼食（おにぎり） 昼食 農学部着　解散

　　　 （食事当番4班） 　 全員で食堂・厨房の清掃

9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：006：00 ～ 8：00 17：00 ～ 22：00

8月24日
（月）

8月25日
（火）

8月26日
（水）

8月27日
（木）
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地動物生産生態学演習」

を実施した。

本演習はとくに高原野菜栽培と高冷地における動物生産に

焦点をあてた演習である。動物生産に関しては家畜飼育全般

を対象とし、本演習では放牧地拡大に伴う牧柵設置や､乳牛

の多頭飼育をしている の牧場で畜舎管理を実施した。キ

ャベツ収穫・出荷では､出荷するキャベツが実際に流通され

ることへの責任と心構えを学んだ。演習全体を通しては、農

業を取り巻く厳しい環境や「食」に関する理解をより深める

ことができた。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

図 51 の牧場で畜舎管理

図 52 飯盛山での自然観察
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③高冷地生物生産生態学演習 

他大学農学系および非農学系学生を主対象にしている「高冷地動物生産生態

学演習（2 単位、3 泊 4 日）」を本学農学部学生も「共学」する演習として開講

した。 
 
【実習目的】 農学に関する広い知識・技術および信州の豊かな自然環境を活か

した持続的食料生産に関する基礎的知識を修得することを目的

とする。また、高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールドを有

する AFC 野辺山ステーションにおいて、植物生産実習を中心に

合宿形式の演習を実施しすることで、「生産現場」を教材にした

農業現場や「食」、「環境」に幅広い理解を深め、集団生活を通し

豊かな人間性構築を目的とする。 
【実施日程】 平成 27 年 9 月 7 日（月）～9 月 10 日（木） 
【実施場所】 附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 濱野光市（教授） 
【参加人数】 11 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 6 名、お茶の水女子大学 2 名、 
人間総合科学大学 2 名、電気通信大学 1 名 

 
【実習スケジュール】 

 

時間

月日

農学部集合 野辺山・川上視察 夕食（食事当番1班）

長坂インター

野辺山ステーション着 入浴

講義

消灯

起床 ソバ加工 高原野菜の収穫・管理 夕食（食事当番2班）

高原野菜の収穫

入浴

朝食（食事当番1班） 昼食 講義

　 消灯

起床 野辺山、八ヶ岳の 高原野菜の収穫・管理 夕食（食事当番3班）

高原野菜の収穫 野生生物の調査・観察

入浴

朝食・昼食（おにぎり） 昼食

　　　 （食事当番2班） 消灯

起床 家畜管理・牛乳加工 野辺山ステーション出発

宿舎清掃 （滝沢牧場）

朝食・昼食（おにぎり） 農学部着　解散

　　　 （食事当番3班） 昼食

　 全員で食堂・厨房の清掃

13:00 ～ 17：00 17：00 ～ 22：00

9月7日
（月）

9月8日
（火）

9月9日
（水）

9月10日
（木）

6：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00

既設型プログラム 
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　 全員で食堂・厨房の清掃
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9月7日
（月）
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9月9日
（水）

9月10日
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6：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00

既設型プログラム 
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地生物生産生態学演習」

を実施した。

本演習は本学農学部以外の農学系および非農学系の学生が

広く受講できる演習である。高冷地の植物生産では農家や

見学に加え収穫・出荷体験を通し､高原野菜の生産・流通

を学ぶとともに、キャベツの食味試験を講義で実施しキャベ

ツの収穫作業から食感までを体感した。またソバの調整など

野菜以外の作物生産に関する演習も実施した。高冷地での動

物生産としては、乳牛への給餌体験の他、牛乳加工体験を実

施した。自然観察は悪天候の中の実施であったが、演習全体

を通して農業を取り巻く厳しい環境や「食」に関する理解を

より深めることができた。

 
 

 
 
 

図 53 ソバの調整作業

図 54 牛乳加工体験
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高冷地植物・動物・生物生産生態学演習実施要項 
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図 ビニルマルチ敷設作業図 キャベツ圃場の施肥

応用力養成フィールド教育

④高冷地応用フィールド演習 

他大学農学系および非農学系学生と本学農学部で「高冷地植物・動物・生物

生産生態学演習」を履修した学生を対象に「高冷地応用フィールド科学演習（2
単位、全 3 回）」を複数回の宿泊形式の演習として開講した。 
 
【実習目的】 野辺山ステーションの生産圃場においてキャベツを教材として、

圃場の準備、播種、定植から収穫、出荷までの一連の作業を通じ

て生産技術の習得を目的に、複数回の宿泊実習形式で行う。また、

講義や近隣施設の見学を適時行いながら、連作障害への対応、6
次産業化をめざした安定生産技術を習得し、高原野菜の生産や流

通システムについて理解を深めることを目的とする。 
【実施日程】 第 1 回目：平成 27 年 5 月 16 日（土）～5 月 17 日（日）  

 第 2 回目：平成 27 年 7 月 4 日（土）～7 月 5 日（日） 
 第 3 回目：平成 27 年 9 月 7 日（月）～8 月 9 日（水） 

【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【担当教員】 岡部繭子（助教）、関沼幹夫（助手）､春日重光（教授）、 

 濱野光市（教授） 
【参加人数】 31 名 

 ＜内訳＞信州大学農学部 34 名、信州大学工部学 2 名、 
日本獣医生命科学大学 3 名、東京農工大学 2 名 

 

 
 

既設型プログラム 
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【実習スケジュール】 
第 1 回目 

 
 
第 2 回目 

 
 
第 3 回目 

  

時間

月日

農学部集合 キャベツ定植 買い出し

野辺山ステーション着 夕食（食事当番1班）

または現地集合 講義：高冷地の農業について 　

入浴

消灯

起床 圃場整備 昼食

（ﾏﾙﾁ張りなど） 宿舎清掃

朝食（食事当番2班） 野辺山ステーション出発

昼食おにぎり準備 農学部着　解散

　　　（食事当番3班）

5月17日
（日）

到着後、ガイダンス・昼食

6：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00 17：00 ～ 22：00

5月16日
（土）

時間

月日

農学部集合 キャベツ定植 買い出し

野辺山ステーション着 圃場管理（除草作業など） 夕食（食事当番2班）

または現地集合 　

入浴

消灯

起床 農具管理 昼食

宿舎清掃

朝食（食事当番3班） 野辺山ステーション出発

昼食おにぎり準備 農学部着　解散

　　　（食事当番1班）

到着後に昼食

6：00 ～ 8：00

7月5日
（日）

17：00 ～ 22：009:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00

7月4日
（土）

時間

月日

農学部集合 農家見学 買い出し

野辺山ステーション着 夕食（食事当番3班）

または現地集合 JA出荷施設見学 　

入浴

消灯

起床 キャベツの収穫 昼食（食事当番2班） 買い出し

講義：キャベツの品種について 夕食（食事当番1班）

朝食（食事当番1班）

入浴

消灯

起床 ソバ調整 昼食

宿舎清掃

朝食（食事当番3班） 野辺山ステーション出発

昼食おにぎり準備 農学部着　解散

　　　（食事当番2班）

到着後に昼食

9月7日
（月）

9月8日
（火）

9月9日
（水）

6：00 ～ 8：00 9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17：00 17：00 ～ 22：00
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【概要および成果】上述のスケジュールに基づき、「高冷地応用フィールド演習」

を実施した。

第 回目の演習は、キャベツの播種作業では、種の形状を観

察、コーティング種子による作業性の向上について学び、播

種作業の作業工程を理解し、播種した。また、高冷地農業に

関する演習の一貫として､高冷地農業について講義した。講

義では、高冷地農業の特徴やキャベツ栽培の一連の作業内容、

厳しい気象条件での農業、高冷地での農作業に関する理解を

深めた。圃場準備では、圃場の石拾い、施肥およびビニルマ

ルチ張りを行った。圃場整備や均一に施肥することの重要性、

ビニルマルチを敷設する意味を理解するとともに、きちんと

ビニルマルチを張る作業の難しさを体験した。

第 回目の演習では､キャベツ苗の定植と圃場管理として

畝間の除草、育苗トレイの洗浄等を行った。キャベツ苗の定

植では、定植前に除草等の圃場管理後、苗を 本 本手で植

える作業の大変さを体感し、健全苗の見極めができるように

なった。また、マルチを傷つけないように注意しながらの除

草作業が重労働であることを体感した。定植後の農具管理と

してセルトレイの消毒・洗浄を行い、使用する道具から病気

予防を行うこと、圃場での病害防除についてブームスプレー

ア等を間近で見るなどして病害防除についての理解を深め

た。

第 回目の演習では､農家および 集荷場見学､キャベツ収

穫・出荷を行った。また、圃場管理としてマルチ回収を予定

していたが、台風による悪天候のため屋内で作業できるソバ

の調整に実習内容を変更し、キャベツ以外の高冷地作物の栽

培・出荷についての理解を深めた。 集荷場では、実習で

出荷するキャベツが通常の流通にのることへの責任と心構

えを学んだ。また､鮮度保持のための真空予冷施設の見学も

行い､高原野菜の流通に関する理解を深めた。キャベツの収

穫・出荷では､悪天候でも出荷作業は実施されることを体験

するとともに、商品となる生産物は大きさによる規格の他、

出荷時の形態に厳格な出荷基準があり、収穫時の取り扱い次

第で等級が左右されること等も理解した。講義では､キャベ

ツの品種について解説し､ 品種程度の食味試験を実施し､

形のほか味や食感の違い等を確認した。
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回の演習を通し､高冷地野菜および高冷地で作付けされる

作物の生産やその流通システムを理解するとともに､「食」

や「環境」への関心を高めた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 57 キャベツの定植

図 58 キャベツの収穫
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高冷地応用フィールド演習シラバス 
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高冷地応用フィールド演習シラバス 
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高冷地応用フィールド演習実施要項 
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⑤高冷地農家実践演習 

主に｢高冷地生物生産生態学演習｣を受講者した他大学の学生を対象（日程な

どの都合により任意の時期に高冷地農家実践演習のみ受講もあり）に、高冷地

野菜等の実践的演習として開講された。 
 
【実習目的】 他大学の学生を対象に、高冷地農業、野辺山の農業、高冷地野菜

に関する基礎的知見を習得後、AFC 野辺山ステーションから周辺

の農家に通い、高冷地野菜等の実践的演習を行うことで、栽培か

ら収穫、流通まで実践技術を習得することを目的とする。 
【実施日程】 平成 27 年 8 月 10 日（月）～8 月 13 日（木） 

 平成 27 年 9 月 1 日（火）～9 月 7 日（月） 
 平成 27 年 9 月 10 日（木）～9 月 14 日（月） 

【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション、周辺の農家 
【担当教員】 濱野光市（教授）、関沼幹夫（助手） 
【参加人数】 10 名 

 ＜内訳＞日本大学 9 名、電気通信大学 1 名 
【実習スケジュール】9:00～17:00 農家演習 

20:00～ 必要に応じて講義 
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⑥注文型応用演習

【東京農業大学の演習１】 

東京農業大学農学部で開講されている授業科目「農業ビジネスデザイン

（一）」の一部である農業体験が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 27 年 9 月 1 日（火）～9 月 4 日（金） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション等 
【参加人数】 11 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 実習計画立案補助、 
 キャベツ収穫・出荷を中心に実習の一部を担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 

【スケジュール】 

 

注文型プログラム 
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 図 62 夜のミーティング 図 63 高冷地農業の講義

図 59 スイートコーンの出荷実習

図 60 キャベツの出荷実習 図 61 搾乳体験
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【東京農業大学の演習２】

東京農業大学農学部で開講されている「専攻演習」の一部として高冷地野菜

出荷施設見学とベニバナインゲンの収穫体験が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 27 年 10 月 16 日（金） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 

 JA 長野八ヶ岳南牧支所 
【参加人数】 38 名 
【施設利用、対応】 食堂、 

 実習計画立案補助、出荷施設見学引率補助、 
 ベニバナインゲン収穫実習担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 

【スケジュール】 

 

 
 
 
 
 

図 64 高冷地野菜の講義 図 65 ベニバナインゲンの収穫実習
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【高等教育コンソーシアム信州の演習１】

高等教育コンソーシアム信州で開講されている「長野県内 9 大学合同学生 
キャンプ」が野辺山農場で実施された。 

 
【実施日程】 平成 27 年 9 月 10 日（木）～9 月 12 日（土） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 22 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 キャベツ等の収穫・出荷実習を担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 66 キャベツの収穫・出荷実習

─　　─100



 

100 
 

【高等教育コンソーシアム信州の演習１】

高等教育コンソーシアム信州で開講されている「長野県内 9 大学合同学生 
キャンプ」が野辺山農場で実施された。 

 
【実施日程】 平成 27 年 9 月 10 日（木）～9 月 12 日（土） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 22 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 キャベツ等の収穫・出荷実習を担当、 
 高冷地農業に関する講義担当 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 66 キャベツの収穫・出荷実習
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【スケジュール】 

 

 
 図 67 収穫物の調理（食育） 図 68 講義の様子
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【高等教育コンソーシアム信州の演習２】

高等教育コンソーシアム信州で開講される留学生と日本人学生の交流等を

目的とするキャンプとして「Global night」が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 27 年 10 月 3 日（土）～10 月 4 日（日） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 27 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 キャベツの収穫・出荷およびソバ調整の実習を担当 
【スケジュール】 

 
 

 
 
 
 
 
 

図 69 キャベツの収穫・出荷の説明 図 70 キャベツの収穫・出荷実習

─　　─102



 

102 
 

【高等教育コンソーシアム信州の演習２】

高等教育コンソーシアム信州で開講される留学生と日本人学生の交流等を

目的とするキャンプとして「Global night」が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 27 年 10 月 3 日（土）～10 月 4 日（日） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 27 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 キャベツの収穫・出荷およびソバ調整の実習を担当 
【スケジュール】 

 
 

 
 
 
 
 
 

図 69 キャベツの収穫・出荷の説明 図 70 キャベツの収穫・出荷実習

 

103 
 

【信州大学教育学部附属特別支援学校の演習】 

教育学部附属特別支援学校の生徒 26 名を対象に、キャベツに関する講義とと

もにキャベツの定植実習を実施した。 
 

 

 図 71 キャベツの定植

図 72 実習後の記念撮影
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【東南アジア圏におけるボーダーレス畜産学教育プログラム】

信州大学農学部と学部間協定校であるバングラデシュ農業大学、タイ・スラ

ナリ工科大学及びインドネシア・ジャンビ大学の学生 12 名を受け入れ、日本

学生支援機構の平成 27 年度海外留学支援制度（協定受入 短期研修・研究型）、

信州大学学内版 GP に採択されている東南アジア圏におけるボーダーレス畜

産学教育プログラム」の一部が野辺山農場で実施された。 
 
【実施日程】 平成 27 年 10 月 4 日（日）～10 月 8 日（木） 
【実施場所】 農学部附属 AFC 野辺山ステーション 
【参加人数】 20 名 
【施設利用、対応】 宿泊施設、 

 野辺山実習の立案、滞在期間中の引率、 
 出荷施設見学および農家（2 ヶ所）見学のセッティング、 
 キャベツ等の収穫・出荷および調整の実習を担当 

【スケジュール】

 
 図 73 キャベツの収穫・出荷実習 図 74 ソバの調整実習
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オープンフィールド教育

⑦オープンフィールド

【東京農業大学１】

東京農業大学農学部農学科ポストハーベスト研究室の卒論研究で必要な 
キャベツサンプル栽培が野辺山農場で実施された。 

【施設利用、対応】野菜圃場の開放、キャベツ栽培補助 
 

【東京農業大学２】

東京農業大学農学部農学科植物病理学研究室の修論研究で必要なキャベ

ツ・レタス・スイートコーン・ハクサイ栽培が野辺山農場で実施された。 
【施設利用、対応】野菜圃場の開放、作物栽培補助、収量等の調査補助 
 

【麻布大学】

麻布大学獣医学部の森林と草原的環境における小型ほ乳類の生息状況に関

する修論研究の調査の一部が野辺山農場で実施された。

【施設利用、対応】宿泊利用、野菜圃場隣縁部および牧草地の開放

 
 

  

注文型プログラム 
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2）利用実績 
  平成 27 年度の AFC 野辺山農場の利用は、学内 3 所属機関、学外 12 所属機関

のあわせて 15 所属機関、延べ 1680 人（表 18）だった。また、宿泊および日帰

りでの利用は、それぞれ宿泊利用は延べ 1483 人（41 件）、日帰り利用は延べ 197
人（22 件）だった（表 19）。とくに宿泊利用は 8 月から 10 月に多く、宿泊施設

利用は複数団体が重複することが多々あった（表４）。平成 27 年度野辺山農場

利用 63 件中 10 名以上での利用は 20 件で、そのうち実習・講義および見学対応

をともなわなかったのは 2 件のみだった。また、10 名以上の団体（主に科目等

として教育目的）利用の他、10 名以下の少人数（主に研究目的）での地域フィ

ールド調査の拠点として大学教員をはじめ大学院生、学部学生の利用も多かっ

た。実習では留学生を対象としたプログラムも複数あった。さらに、学会支部

会や一般市民向け調査等、大学における教育・研究以外の利用もあり、国内外

に対する幅広い教育・研究の場として活用された。 
 

表 18 所属機関別利用者数 

 
 

 
表 19 宿泊・日帰り別利用者数 
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外国の研究機関
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計
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区　分

学内（法人内）

国立大学

公立大学

私立大学

大学共同利用機関法人

民間・独立行政法人等
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表 20 年間利用実績一覧

 

所属 宿泊業務以外の対応 特記事項

名 植物調査
名 実習・講義 高冷地応用フィールド演習
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麻布大 名
麻布大 名
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東京農業大学 名
筑波大学 名

名 実習・講義 高冷地応用フィールド演習
名 実習・講義 高冷地生物生産生態学演習

人間総合科学大 名 実習視察
筑波大学 名 アイスホッケー合宿
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コンソーシアム信州 名 実習・講義 9大学合同キャンプ
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東京農業大学 名 調査補助 オープンフィールド利用
信州大学農学部 名 卒業論文研究
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大東文化大
大東文化大
筑波大学 名 施設案内，説明 筑波大副学長等の施設視察

信州大学教育学部 名 アースウォッチジャパン
信州大学農学部 名 卒業論文研究
信州大学農学部 名 土壌サンプリング
信州大学農学部 名 試験
東京農業大学 名 講義・収穫体験 ゼミ専攻演習
信州大学農学部 名 卒業論文研究
信州大学農学部 名 卒業論文研究

麻布大 名
信州大学農学部 名 卒業論文研究
東京女子体育大学 名 アイスホッケー合宿
東京農業大学 名 調査補助 オープンフィールド利用
筑波大学 名 施設案内，説明 施設視察

11月24日～11月25日
12月1日

10月19日～10月22日
10月22日～10月23日
10月24日～10月25日

10月16日
10月16日～10月18日
10月17日～10月18日

10月14日～10月15日
10月14日
10月15日

10月10日～10月11日
10月10日

10月11日～10月12日

アースウォッチジャパン
申請書2枚提出あり(2件で計上）

名

10月6日
10月7日

10月9日～10月11日

9月25日～9月27日
10月3日～10月4日
10月4日～10月8日

9月24日～9月25日
9月24日～9月25日
9月24日～9月26日

9月10日～9月12日
9月12日～9月13日

9月8日
9月9日～9月11日
9月10日～14日

9月3日～9月6日
9月7日～9月9日
9月7日～9月10日

9月1日～9月3日
9月1日～9月7日
9月3日～9月4日

8月31日
8月31日～9月2日
9月1日～9月4日

8月27日～30日
8月29日～9月1日
8月29日～30日

8月19日～22日
8月21日～22日
8月24日～27日

8月19日

8月10日～13日
8月10日～13日
8月11日～12日

8月5日～6日
8月8日～9日

7月30日
7月16日～17日

7月4日～5日
7月15日

6月30日

6月25日
6月27日～7月3日

6月24日
6月8日～10日
5月30日～31日

5月26日
5月29日～30日

5月3日
5月16日～17日

5月19日

使用期間 使用人数
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３）アンケート結果 
取り組みに対する評価として、野辺山農場の利用者に対しアンケート調査を

実施した（表 21）。ただし、複数回利用の利用者には初回のみ実施した。また、

アンケートは日本語シートのみだったため、海外からの学生（留学生は除く｣お

よび教員には実施しなかった。また、質問内内容が教育・研究に関するものが

多かったためか、大学以外に所属している利用者からの回答は若干少なく、全

利用者に対する回収率は 70.6％だった。公開演習に参加した学生（197 名）の

内訳は、本学農学部学生が 77%（118 名）、他学部および他大学学生が 23%（35
名）だった（図 75）そのうち 142 名から回答が得られた（回収率 72.1%）。学

部内利用である牧場体験ゼミでは参加 44 名の学生のうち 40 名から回答を得ら

れた。 
アンケート内容は、公開演習および学部内利用演習（図 76）とその他利用で

質問内容を若干違うものとし、その他利用ではさらに学生（図 77）と教員（図

78）で質問を変更したものとした。 
 

表 21 アンケート調査実施状況 

 

 

運転手

合計利用者人数

信大・農学部教員

信大・他学部教員

他大学教員

JASSO教員

外部団体教員・社会人

信大・農学部学生

信大・他学部学生
学
生

他

他大学学生

JASSO留学生

外部団体学生

同伴児童

アンケート

回答者

教
員

図 75 公開演習参加学生所属の内訳
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 図 76 公開実習および牧場体験ゼミ参加学生に対するアンケート用紙
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図 78 その他利用教員に対するアンケート用紙

図 77 その他利用学生に対するアンケート用紙
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図 78 その他利用教員に対するアンケート用紙

図 77 その他利用学生に対するアンケート用紙
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基礎力養成フィールド教育

基礎力養成フィールド教育に関する演習に参加した学生から得られたアンケ

ート結果を以下に示す。

①他大学・他学部

【演習の満足度】 

演習全体の評価にあたる｢満足度｣では｢大

変満足｣と｢満足｣が 77%で、とくに「大変満

足」の回答は本学農学部学生が 18%だったの

に対し 44%と高く、提供しているプログラム

の満足度は高いと判断できた。しかし、わず

か ではあるが「不満」の回答もあったこと

から、非農学系や野菜栽培以外の専攻学生に

対するプログラムについて、引き続き改善し

ていく必要があることがわかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

図79 農学部学生の公開演習 
満足度

大変満足
44%

満足
33%

普通
17%

不満
6%

大いに不満
0%
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【有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習内容】 
参加した演習で特に有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習

（内容）では、野辺山農場のメインクロップであるキャベツに関する演習の回

答が多かった。また、牧場体験の回答が次に多く、本拠点の事業目的でもある｢高

冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールド教育｣に沿った演習が提供できてい

ることが確認できた。 
 
 

表 22 基礎力養成フィールド教育に関する演習を受講した他大学・他学部学生

が有益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目

演習内容

キャベツの栽培・収穫・出荷

牧場体験

JA集荷場見学

野菜畑の管理

牧草播種

軽登山

クローン牛

キャベツの品種・食味試験

そば打ち

天文台見学

自炊

興味が増大した演習 楽しかった演習有意義だった演習
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【演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、興味・関

心が増大したか】 
演習参加後に興味関心がましたという回答

が 94%で、参加した他学部および非農学系を含

む他大学の学生も食料、農業、環境、高冷地、

野菜、家畜等について関心を深め、今後農業に

関する興味・関心を持続していくことが期待で

きた。 
興味・関心が増大した項目については、 高

冷地野菜や家畜、高冷地の環境の回答が多く（表

23）、ここでも本拠点の事業目的でもある｢高冷

地野菜と畜産を組み合わせたフィールド教育｣

に沿った演習が 提供できていることが確認で 
きた。 

 
 

表 23 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について 
興味・関心が増大項目（複数回答） 

 
  

興味・関心が増大した事 回答数

野菜・農業について

高冷地野菜・植物・動物・環境

キャベツの収穫・出荷

家畜

生物生産と農業IT化

野菜・ｷｬﾍﾞﾂの品種

図 80 演習後の農業等の 
 興味関心の増大

ある

94%

ない

6%
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②本学農学部 

【演習の満足度】 
演習全体の評価にあたる｢満足度｣では

｢大変満足｣と｢満足｣が 84%で、「普段の授

業では出来ない様なことを学んだり、体験

することができて良かった」等の意見が多

く寄せられ、提供しているプログラムの満

足度は高いと判断できた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習内容】 
参加した演習で特に有意義だった演習（内容）では、他大学・他学部の学生

の回答と同様に、キャベツの収穫・出荷実習の回答がとくに多かった。興味・

関心が増大した演習（内容）はキャベツの収穫・出荷実習と牧場体験の回答と

ともに、キャベツの品種・食味についても多かった。楽しかった演習（内容）

は牧場体験、ソバ打ち、軽登山が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 81 本学農学部学生の基礎力養成   
フィールド教育に関する演習 
の満足度

大変満足

18%

満足

66%

普通

15%

不満

1%
大いに不満

0%
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図 81 本学農学部学生の基礎力養成   
フィールド教育に関する演習 
の満足度

大変満足

18%

満足

66%

普通

15%

不満

1%
大いに不満

0%
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表 24 基礎力養成フィールド教育に関する演習を受講した本学農学部学生が有

益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
 

 

【演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、

野菜、家畜等について、興味・関心が増大し

たか】 
演習参加後に興味関心がましたという回答

が 98%で、参加したほとんどの学生が食料、

農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について

関心をもつきっかけとなったことが推察でき

る。興味・関心が増大した項目については、

野菜・農業やキャベツの品種の回答が多くか

った。 
 
 

項目
演習内容

有意義だった演習 興味が増大した演習 楽しかった演習

キャベツの品種・食味試験

牧場体験

キャベツの収穫・出荷

キャベツ播種・定植

草刈り・草とり

牧草播種

クローン牛

JA集荷場見学

そばの選別・そば打ち

自炊

軽登山・周辺散策（自然観察植・
生・動物）

講義

農場整備（マルチはり、はがし）

実習内容全般

天文台見学

農家見学

ある
98%

ない
2%

図 82 本学農学部学生の農業

等の興味関心の増大
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表 25 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・

関心が増大項目（複数回答） 

  

回答数 回答数

産地毎の栽培態系・栽培品種 クローン牛・クローン技術

植生の特徴 マイナーな品種について

キャベツの品種・食味試験 食料生産

品種の導入・利用 牛の習性

興味・関心が増大した事 興味・関心が増大した事

高冷地野菜 流通設備

野辺山の環境（高冷地） 高冷地の動植物

高冷地環境のメリット 高冷地の野生生物調査

そば キャベツの成長過程

家畜 家畜の体の構造

野菜の収穫と管理（出荷） すべて

野菜・農業 牛肉・乳製品ができるまで
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応用力養成フィールド教育

応用力養成フィールド教育に関する演習に参加した学生から得られたアンケ

ート結果を以下に示す。アンケート結果は、本学開講の既設型プログラムと他

大学等からの依頼により開講した注文型プログラムに分けてまとめた。既設型

プログラムのうち「高冷地農家実践演習」は他大学学生のみを対象とした演習

のため､本学農学部学生の評価は「高冷地応用フィールド演習」のみの評価であ

る。

①他大学・他学部

【演習の満足度】 
演習全体の評価にあたる｢満足度｣では､

演習に参加した学生全員から｢大変満足｣と

｢満足｣の回答が得られたことから､提供し

ているプログラムの満足度は高いと判断で

きた。また、「普段、所属大学で経験出来な

いことが出来たし、知る事ができたのが、

とても勉強になった」などの意見が寄せら

れたほか､｢大変満足｣の回答は 56%と農学

部学生の 38%を大きく上回っており、非農

学系や野菜栽培以外の専攻学生にとって、

とくに満足度が高かったと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 83 他大学・他学部の学生の応

用力養成フィールド教育

に関する演習への満足度

既設型プログラム 

大変満足
56%

満足
44%

普通
0%

不満
0%

大いに

不満
0%
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【有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習内容】 
参加した演習で特に有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習

（内容）では、ホウレンソウの収穫・出荷が有意義だったとの回答が多いが、

これは学外のみに開講している農家実践演習の参加学生のうち、ホウレンソウ

農家で実習をした学生からの回答と考えられた。農家実践演習は複数の農家で

実施していることから､実習先で扱っている作物や作業に関する項目が多く挙

げられた。 
 

表 26 応用力養成フィールド教育に関する演習を受講した他学部および他大学 
学生が有益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
 
 
 
 

項目
演習内容

キャベツの栽培・収穫・出荷

クローン牛試食

キャベツ品種・食味試験

キャベツ播種・定植

JA集荷場見学

草取り

ホウレンソウ収穫

講義

農家主催のイベント手伝い

キャベツ播種・定植

ｾﾙﾄﾚｲの片付け

ﾚﾀｽ・白菜の定植

ﾄｳﾓﾛｺｼ・ﾚﾀｽの収穫

ｶﾘﾌﾛｰﾚ収穫・出荷

草刈り

有意義だった演習 興味が増大した演習 楽しかった演習
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【演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、興味・関

心が増大したか】 
演習参加後に興味関心が増したという回答が 100%だった。このことから、参

加学生が食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について関心をもつきっか

けをつかみ、今後さらに農業に関する理解を深める第一歩となったことが推察

できる。 
興味・関心が増大した項目は、「農協」や「経営」のワードがあげられたこと

が特徴的であり､農家での実践的な演習を行うことによりリアルな農業に関す

る興味・関心が増大したことがうかがえた。 
 
 

表 27 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等に 
 ついて興味・関心が増大項目（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

興味・関心が増大した事 回答数 興味・関心が増大した事 回答数

野菜・ｷｬﾍﾞﾂの品種

農家と農協の関係

農業の経営と高冷地農作
物

料理

農協について

高冷地野菜・植物・動物・
環境

家畜

クローン牛

集荷場の冷凍設備につい
て

流通

野菜・農業について
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②本学農学部

高冷地応用フィールド演習に参加した本学農学部の 名の学生から得られ

たアンケート結果を示す。 
 

【演習の満足度】 
演習全体の評価にあたる｢満足度｣では､

｢大変満足｣と｢満足｣の回答が全体の 93%
だったことから､提供しているプログラム

の満足度は高いと判断できた。「キャベツ

の播種から出荷の流れまで、実習という形

でわかりやすく学べた」等の感想が寄せら

れ､高原野菜栽培の一端ではなく､圃場準

備から片付けまでを連続して体験すると

いう本演習の目的が達成されたことが確

認できた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 84 本学農学部学生の応用力養成

フィールド教育に関する演習

への満足度

大変満足
38%

満足
55%

普通
7%

不満
0%

大いに不満
0%
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【有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習内容】 
参加した演習で特に有意義だった、興味・関心が増大した、楽しかった演習

（内容）では、栽培作業の中で最も労力を要する収穫・出荷作業が多数あげら

れた。 
 
 

表 28 応用力養成フィールド教育に関する演習を受講した本学農学部学生が 
 有益と感じた演習内容と項目別回答数（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目
演習内容

キャベツの収穫・出荷

集荷場見学

キャベツ品種・食味試験

キャベツ播種・定植

蕎麦実選別

農家見学

クローン牛

農場整備（マルチはり）

農家訪問

蕎麦実選別

共同炊事

無回答

有意義だった演習 興味が増大した演習 楽しかった演習
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【演習参加後、食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について、興味・関

心が増大したか】 
演習参加後に興味関心が増したとい

う回答が 95%だった。このことから、

参加したほとんどの学生が食料、農業、

環境、高冷地、野菜、家畜等について

関心をもち、今後さらに農業に関する

理解を深めていくことが期待できた。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

表 29 演習参加後に食料、農業、環境、高冷地、野菜、家畜等について興味・

関心が増大項目（複数回答） 

 
 
 
 

興味・関心が増大した事 回答数 興味・関心が増大した事 回答数

野菜・農業について キャベツについて

高冷地野菜・環境 たい肥

高冷地栽培の収益性 そばについて

家畜 高冷地での生活

クローン牛 食料の出荷について

ある
95%

ない
5%

図 85 応用力養成フィールド教育 
に関する演習に参加した本 
学農学部学生の農業等の興 
味関心の増大
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野辺山農場を利用して他大学等が実施する演習に参加した学生の一部から得

られたアンケート結果を以下に示す。

①東京農業大学１ 

平成 27 年 9 月 1 日（火）～9 月 9 日（金）に実施された、東京農業大学で開

講されている「農業ビジネスデザイン（一）」の宿泊農場実習に参加の学生 10
名および教員 1 名からアンケートを得た。利用項目は宿泊施設の他、オーダー

メイド型実習として実習全体のプラン作成補助、キャベツの収穫・出荷をはじ

めとした農作業実習と出荷施設見学を含む高冷地に関する講義を実施した。 
 
【フィールド、施設、設備の満足度】 

施設利用の｢満足度｣では、学生からは｢大変満足｣および｢満足｣の回答が 80%
（図 86）で、大変満足が 50%だったことからも私立大学の学生からの満足度も

高いと判断できた。 
 

【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
80%の学生が｢利用したい｣という回答だった。利用したい目的として、農場

実習等、農業に関する実習があげられた。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

利用したい
80%

わからない
20%

利用

しない
0%

大変満足
50%

満足
30%

普通
20%

不満
0%

大いに不

満
0%

図 86 参加学生の満足度 図 87 参加学生の今後の利用について

注文型プログラム 
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【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習への

参加について、｢分からない｣、｢いいえ｣の

回答が多く、その理由として｢日程が合わ

ない｣や｢他の農場でも実習したい｣等があ

げられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②東京農業大学２ 

平成 27 年 10 月 16 日（金）に実施された東京農業大学農学部農学科ポスト

ハーベスト学研究室の「専攻演習」での日帰りで実施された出荷施設見学と収

穫体験に参加の学生 32 名からアンケートを得た。利用項目は食堂の他、オーダ

ーメイド型実習として出荷施設見学を含む高原野菜に関する講義とベニバナイ

ンゲンの収穫実習を実施した。 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では、学生から 

｢大満足｣および｢満足｣の回答が 88%で私

立大学の学生からの満足度も高いと判断

できた。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

はい
10%

わからない
50%

いいえ
40%

大変満足
22%

満足
66%

普通
12%

不満
0% 大いに

不満
0%

図 88 学生の公開演習への 
参加希望

図 89 参加学生の満足度
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ンゲンの収穫実習を実施した。 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では、学生から 

｢大満足｣および｢満足｣の回答が 88%で私

立大学の学生からの満足度も高いと判断

できた。 
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【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
各所属の教育、研究等でのフィールド、施

設等の利用について、20%の学生から｢利用し

たい｣という回答が得られたが、56%の学生は

｢わからない｣という回答だった。利用したい

目的としては、高冷地農業を学ぶため、農場

実習等があげられた。わからない理由として

は、｢自分の研究対象となるものの生産ではな

い｣や｢自大学からやや遠い｣などがあげられ

た。 
 
 
 
 
 

【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習へ

の参加について、学生からは｢分からな

い｣、｢いいえ｣の回答が多く、その理由と

して｢時間がない｣や｢距離が遠い｣、｢卒業

研究が確定していない｣等があげられた。

参加したい演習としては、4 つの公開演

習他、農家実践演習、乳用牛の管理およ

び牛乳加工体験、ソバ加工実習もあげら

れた。 
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③高等教育コンソーシアム信州 1 

平成 27 年 9 月 10 日（木）～9 月 12 日（土）高等教育コンソーシアム信州で

開講された「長野県内 9 大学合同学生キャンプ」に参加の学生 14 名（他大学 8
名、信大 6 名）からアンケートを得た。利用項目は宿泊施設の他、オーダーメ

イド型実習としてキャベツの収穫・出荷をはじめとした農作業実習と高冷地に

関する講義を実施した。 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では、｢大変満足｣および｢満足｣の回答 93%（図 92）で満

足度は非常に高いと判断できた。 
 

【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
各所属の教育、研究等でのフィールド、施設等の利用については、｢利用した

い｣の回答が 57%（図 93）だった。利用したい目的として、合同キャンプの意

見が寄せられた 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 92 参加学生の満足度
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【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習への参加に

ついて、からは、｢分からない｣の回答が最も多

かった（図 94）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④高等教育コンソーシアム信州 2 

平成 27 年 10 月 3 日（土）～10 月 4 日（日）高等教育コンソーシアム信州で

開講された「Global night」に参加の学生 23 名（うち 12 名が留学生、他大学

12 名、信大 9 名）中 21 名からアンケートを得た。利用項目は宿泊施設の他、

オーダーメイド型実習としてキャベツの収穫・出荷をはじめとした農作業実習

の依頼があった。 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では、教員からは｢大

変満足｣の回答が、学生からは｢大満足｣およ

び｢満足｣の回答が 71%で満足度は高いと判

断できた。 
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【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
各所属の教育、研究等でのフィールド、施設

等の利用について、教員からは｢利用したい｣

の回答が得られた。学生では 38%が｢利用した

い｣という回答だったが、48%は｢分からない｣

という回答だった。利用したい目的として、学

生からはサークルの合宿、オリエンテーション

合宿、意見交流会があげられた。 
 
 
 
 
 
 

【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習への参加

について、学生からは｢分からない｣の回答が

最も多く、86％だった。わからない理由とし

ては、｢すこし遠い｣等があげられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 97 学生の公開演習への 
参加希望
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オープンフィールド教育

オープンフィールド教育に関する演習に参加した一部の学生から得られたア

ンケート結果を以下に示す。

①麻布大学 
平成 27 年 5 月～10 月までの期間に、麻布 

大学獣医学部の研究活動でオープンフィール

ドとして農場敷地内を調査サイトとして利用

の他、宿泊施設の利用があった。利用した 4 
名の学生から得られたアンケート結果を以下

に示す。 
 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では、75%が回答「大

変満足」と「満足」の回答だったことから、

満足度は高いと判断できた。 
 

【貴学の教育、研究等でのフィールド、施設

等のご利用】 
昨年度の回答では全回答とも「利用しない」

だったが、本年は「利用したい」と「わから

ない」が半々だった。 
 

【今後野辺山農場で開講予定の演習等への

参加】 
昨年度の回答は全回答とも「いいえ」だっ

たが、本年は「わからない」と「いいえ」が

半々だった。 
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②東京農業大学 
平成 27 年に東京農業大学農学部農学科植物病理学研究室の修士論文研究の

一環として野辺山農場の圃場を使用した学生 6 名からアンケートを得た。利用

項目は作物生産のための圃場利用の他、作物栽培計画立案補助と栽培に関する

農作業補助を実施した。 
 

【フィールド、施設、設備の満足度】 
施設利用の｢満足度｣では、｢大変満足｣と｢満足｣の回答が 88%（図 101）で、

フィールド研究利用においても満足度も高いと判断できた。 
 

【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
各所属の教育、研究等でのフィールド、施設等の利用について、全員から｢利

用したい｣という回答だった（図 102）。利用したい理由として、実習や卒論等が

あげられた。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

【今後野辺山農場で開講予定の演習等    
への参加】 
野辺山農場で開催される公開演習への参加

について、｢分からない｣、｢いいえ｣の回答が

多かった（図 103）。 
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教職員

実習等の引率や学会等で利用があった他大学および本学の教職員および一般

利用者のうち 52 名から回答が得られた。

 
【フィールド、施設、設備の満足度】 

施設利用の｢満足度｣では｢大変満足｣が 29%，

｢満足｣が 61%の回答だったことから、教職員か

らの施設等の利用に関する満足度は高かったと

判断できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【今後の野辺山農場フィールド、施設等の利用】 
教育、研究等でのフィールド、施設

等の利用については、55%が｢利用した

い｣という回答で、その理由としては

「研修」の他「私立大学で 1 研究室の

学生数が、3 年・4 年・院生合計が 40
～50 名と非常に多く、20～30 名でフ

ィールドに出ることになる為、多人数

の受入可能の当施設は有難い」等があ

げられた。「わからない」の回答は 23%
あり、その理由は「学内（松本キャン

パス内）で学生教育に利用できる施設

があるため」等であった。 
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【今後野辺山農場で開講予定の演習等への参加】 
今後野辺山農場で開催される公開演習へ

自大学の学生の参加に参加を勧めるかにつ

いては、｢はい｣が 47%と最も多かった。 そ

の理由としては、「大規模な圃場での実習・

体験は、東京では出来ない為」等があげられ、

次年度以降の募集要項送付希望の申し出も

あった。｢わからない｣の回答は 16%あり、

その理由として｢開催時期、移動コスト(金
額・時間）｣等があげられた。 
 
 
 
 
 
  

図 106 自大学学生への公開演習
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）

１
回

目
：
平

成
2
7
年

５
月

1
6
日

（
土

）
～

1
7
日

（
日

）
２
回

目
：
平

成
2
7
年

７
月

４
日

（
土

）
～

５
日

（
日

）
３
回

目
：
平

成
2
7
年

９
月

７
日

（
月

）
～

９
日

（
水

）
・
演

習
場

所
：
信

州
大

学
農

学
部

野
辺

山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
長

野
県

南
佐

久
郡
南

牧
村

野
辺

山
字

二
ツ
山

4
6
2
-
1
）

・
宿

泊
：
野

辺
山

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
学

生
宿

舎
・
参

加
費

用
：
宿

泊
、
食

費
等

4
,0
0
0
～

5
,0
0
0
円

（
集

合
場

所
ま
で
の
交

通
費

は
自

己
負

担
で
す
）

・
定

員
：
1
0
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
が
あ
り
ま
す

・
申

込
期

限
：平

成
2
7
年

４
月

3
0
日

（木
）※

信
州

大
学

農
学

部
※

申
込

み
に
は
申

込
み
書

類
の
提

出
が
必

要
で
す
。
受

講
希

望

＜
講

義
・
実

習
内

容
＞

＊
キ
ャ
ベ
ツ
を
中

心
と
し
た
高

原
野

菜
の
栽

培
（
１
）
圃

場
整

備
、
キ
ャ
ベ
ツ
播

種
、

高
冷

地
農

業
に
つ
い
て
の
講

義
（
２
）
キ
ャ
ベ
ツ
の
定

植
、
除

草
（
３
）
キ
ャ
ベ
ツ
の
収

穫
、
出

荷
、
集

荷
場
見

学
、

圃
場

片
付

け
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
食

味
比

較
等

※
天

候
等

に
よ
り
変

更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

学
務

グ
ル
ー
プ
必

着
者

は
下

記
ま
で
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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